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日本水道協会東北地方支部災害時相互応援に関する指針 

 

本指針は、平成 26 年４月 11 日に締結した「日本水道協会東北地方支部災害時相互応援に

関する協定」（以下「協定」という。）第１８条に基づき、協定の実施に関して必要な事項

を定めるものである。 

 

１ 用語の定義 

（１）この指針において「手引き」とは、日本水道協会発行の「地震等緊急時対応の手引

き」をいう。 

（２）この指針において「手引き様式」とは、手引きの様式をいう。 

（３）この指針において「先遣調査隊」とは、手引きに定めるものと同一であり、被害状

況を早期に収集・把握することを目的として被災会員へ派遣される部隊をいう。 

（４）この指針において「現地調整隊」とは、手引きに定めるものと同一であり、被災会

員における応援受入体制の調整支援を目的として被災会員へ派遣される部隊をいう。 

 

２ 相互応援に向けた態勢確保 

（１）地方支部長及び県支部長は、各支部内で災害等が現に発生し又は発生するおそれが

ある場合に、災害等の種別に応じて別表１のとおり相互応援に向けた態勢を確保する。 

 

３ 情報連絡（第３条関係） 

（１）県支部長は、県支部内で震度５弱以上の地震が発生した場合及びその他の災害によ

り甚大な水道の被害が現に発生し又は発生するおそれがある場合に、水道の被害状況

や応援要請の有無等を確認のうえ、その結果を地方支部長に連絡する。この場合にお

いて県支部長への連絡の無い会員に対しては、県支部長の働きかけにより連絡体制を

確立し、被害状況等の早期把握に努める。 

（２）（１）において連絡を受けた地方支部長は、連絡のあった県支部長以外の県支部長

に情報連絡（応援要請がない場合には電子メールやＦＡＸ等による情報連絡）を行う。

（１）の場合において連絡の無い県支部に対しては、地方支部長の働きかけにより連

絡体制を確立し、被害状況等の早期把握に努める。 

（３）地方支部長は、土日祝祭日及び夜間等においても県支部長との情報連絡が可能とな

る災害時連絡表を年度当初に作成し、県支部長に配付する。 

（４）地方支部長は、災害時における情報連絡体制を確保するため、地方支部及び県支部

の事務局に衛星携帯電話を配備する。 

（５）災害時に固定電話や携帯電話による連絡が不能となった場合に、地方支部長及び県

支部長は衛星携帯電話や電子メール等を活用して情報連絡体制を確立する。 

（６）災害時に固定電話や携帯電話による連絡が不能となった場合を想定し、地方支部長

及び県支部長は、平時より衛星携帯電話の通話確認等を行い情報連絡体制の確立に向

けた準備をしておく。 
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４ 情報連絡調整（第４条関係） 

（１）被災県支部長が行う情報連絡調整は、以下のとおりとする。 

①被災会員との連絡調整 

②地方支部長との連絡調整 

③水道の被害等に関する情報収集（必要に応じて被災県支部内の会員等を派遣） 

④応援受入体制の調整支援（必要に応じて、被災県支部内の会員等を現地調整隊とし

て現地に派遣） 

⑤被災県支部内の被害状況の取りまとめ 

⑥被災県支部内の応援会員及び地方支部長に対する応援要請（規模及び内容等の決定） 

⑦前各号のほか必要な事項 

（２）応援県支部長が行う情報連絡調整は、以下のとおりとする。 

①応援会員との連絡調整 

②地方支部長との連絡調整 

③応援県支部内の応援活動状況の取りまとめ 

④応援県支部内の応援会員に対する応援要請（規模及び内容等の決定） 

⑤前各号のほか必要な事項 

（３）地方支部長が行う情報連絡調整は、以下のとおりとする。 

①被災県支部長との連絡調整 

②応援県支部長との連絡調整 

③日本水道協会本部との連絡調整 

④水道の被害等に関する情報収集（日本水道協会救援本部長からの依頼又は必要に応

じて、関係県支部長と調整のうえ、地方支部内の会員等を先遣調査隊として現地に

派遣） 

⑤応援受入体制の調整支援（必要に応じて、関係県支部長と調整のうえ、地方支部内

の会員等を現地調整隊として現地に派遣） 

⑥地方支部内の被災状況の取りまとめ 

⑦地方支部内の応援活動状況応の取りまとめ 

⑧応援県支部長及び日本水道協会本部に対する応援要請（規模及び内容等の決定） 

⑨前各号のほか必要な事項 

（４）地方支部長及び県支部長は、被災会員と調整のうえ、日本水道協会の枠組み以外に

よる応援活動（都市間協定、全国市長会、全国町村会、自衛隊等）についても適宜情

報集約するよう努める。 

（５）地方支部長都市が被災し情報連絡調整を行うことができない場合に、地方支部長の

職務を代行又は補佐する会員については、別表２を参考に地方支部長が決定する。 

（６）情報連絡調整に関する手順及び書類様式は、以下のとおりとする。 

情報連絡・応援要請・出動・応援活動フロー（資料１） 

被害・応援要請情報（手引き様式２） 

現地調整隊の決定について（手引き様式４） 

水道施設被害状況等集計表（手引き様式２５）（先遣調査隊の報告様式として使用） 
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５ 地方支部現地救援本部（第５条関係） 

（１）地方支部現地救援本部は、地方支部長、被災県支部長、応援県支部長、応援会員、

その他必要がある者により構成する。 

（２）地方支部現地救援本部の本部長は、地方支部長が指名する。 

（３）地方支部現地救援本部の役割は、以下のとおりとする。 

①被害状況の把握 

②応援活動の把握と応援要請の調整 

③被災会員との連絡調整 

④応援隊の受け入れ支援 

⑤応援会員との連絡調整 

⑥被災会員の支援 

（４）地方支部現地救援本部に関する書類様式は、以下のとおりとする。 

水道給水対策本部の(設置・変更)について（手引き様式９）（適宜改変して使用） 

 

６ 応援要請（第６条関係） 

（１）応援要請の基本的な流れは、以下のとおりとする。 

 

（２）応援要請は、以下の事項を明らかにし、文書で行うものとする。 

①被害の状況 

②要請する応援活動の内容 

③必要とする応援隊の班数 

④必要とする資機材等の品目及び数量 

⑤応援活動の期間及び場所 

⑥参集場所（参集場所までの経路図を含む）及び参集時刻 

⑦連絡担当者等 

⑧前各号のほか必要な事項 

（３）災害の状況により文書で応援要請を行う暇がないときには、口頭で応援要請を行う

ことができるものとするが、状況が改善した後、速やかに応援要請書を要請先に提出
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するものとする。 

（４）感染症のまん延などにより、東北地方支部内において都市間・地域間の移動が制限

されている場合であっても、応援要請を行うことができるものとする。ただし、応援

会員の都市間・地域間の移動が法令等に違反する場合を除く。 

（５）応援要請に関する手順及び書類様式は、以下のとおりとする。 

情報連絡・応援要請・出動・応援活動フロー（資料１） 

被害・応援要請情報（手引き様式２） 

応援要請書（手引き様式５） 

応援要請書（地方支部・県支部用）（応援様式１） 

 

７ 応援活動（第７条関係） 

（１）被災会員は、応援活動を指揮する。 

（２）応援隊は、被災会員の指示に従い応援活動を行う。 

（３）応援会員は、応援隊の交替に際して応援活動の内容が確実に引き継がれるよう配

慮する。 

 

８ 応急給水（第７条第１号関係） 

（１）会員は、応急給水隊の受け入れを想定し、円滑な応急給水活動が展開できるよう、

以下の事項が明記された応急給水マニュアル等の整備に努める。 

①応急給水の方法 

②給水基地となる水道施設等 

③応急給水拠点の位置 

④給水車、資機材等の保有リスト 

⑤応急給水作業に関する指示・報告書類の様式 

⑥応急給水隊との連絡方法 

（２）県支部長は、県支部内の会員が作成した応急給水マニュアル等の内容の把握に努め

る。 

（３）被災会員は、応急給水を行うにあたり、応急給水計画を策定し、その計画に基づい

て応急給水隊の応援活動を指揮する。 

（４）被災会員及び応援会員は、応援活動にあたり感染症の影響が懸念される場合におい

ては、資料２を準用した対策を講じる。 

（５）応急給水に関する手順及び書類様式は、以下のとおりとする。 

情報連絡・応援要請・出動・応援活動フロー（資料１） 

給水車準備・活動状況（手引き様式６） 

応急給水応援体制報告書（手引き様式１２） 

応急給水作業指示書（手引き様式１３(表)） 

応急給水作業報告書（手引き様式１３(裏)） 

応急給水作業予定表（手引き様式１４） 

応急給水作業集約表（手引き様式１５） 

水道施設被害状況等調査票（手引き様式１６） 
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９ 応急復旧（第７条第２号関係） 

（１）会員は、応急復旧隊の受け入れを想定し、円滑な応急復旧活動が展開できるよう、

以下の事項が明記された応急復旧マニュアル等の整備に努める。 

①応急復旧の方法 

②復旧優先路線の設定 

③応急復旧の手順 

④用地、資機材等の確保 

⑤施設図、配水系統図、配水系統変更図等 

⑥応急復旧作業に関する指示・報告書類の様式 

⑦応急復旧隊との連絡方法 

⑧応急復旧作業記録の整備 

（２）県支部長は、県支部内の会員が作成した応急復旧マニュアル等の内容の把握に努め

る。 

（３）被災会員は、応急復旧を行うにあたり、応急復旧計画を策定し、その計画に基づい

て応急復旧隊の応援活動を指揮する。 

（４）被災会員及び応援会員は、応援活動にあたり感染症の影響が懸念される場合におい

ては、資料２を準用した対策を講じる。 

（５）応急復旧に関する手順及び書類様式は、以下のとおりとする。 

情報連絡・応援要請・出動・応援活動フロー（資料１） 

応急復旧班準備・活動状況（応援様式２） 

応急復旧応援体制報告書（手引き様式１７） 

漏水調査受付書（手引き様式１８(表)） 

漏水調査報告書（手引き様式１８(裏)） 

応急復旧活動対応表（手引き様式１９） 

管路修理報告書（手引き様式２０） 

管路修理集約表（手引き様式２１） 

管路被害算定表（管種・口径・被害形態別）（手引き様式２２） 

黒板（撮影表示板）の作成に当たって（手引き様式２３） 

 

１０ 資機材の提供（第７条第３号関係） 

（１）会員は、別表３及び別表４を参考に、水道の被害が発生した場合の対応に必要とな

る資機材を平時より準備する。 

（２）会員は、資機材の備蓄及び整備状況を年度当初に調査し、その状況を把握する。 

（３）地方支部長は、県支部長と協力し、地方支部内の会員による資機材の保有状況を調

査様式１～調査様式６により毎年度第１四半期に調査し、調査結果を各県支部長と共

有する。 

（４）被災会員は、資機材提供の応援要請に際して、別表３及び別表４を参考に必要とな

る資機材を選定する。 

 

１１ 工事事業者等の斡旋（第７条第４号関係） 

（１）会員は、大規模な災害が発生した場合に備え、管工事協同組合及び漏水調査会社と
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の協定締結等により会員以外の人員、資機材及び技術力等について応援や協力が得ら

れる体制の構築に努める。 

 

１２ 応援隊の派遣（第８条関係） 

（１）応援会員は、応援隊を派遣する際に、応援活動の内容に応じて別表３及び別表４を

参考に必要な資機材を携行させるほか、別表５を参考に必要な装備を携行させる。 

（２）応援会員が応援隊を派遣する場合の基本編成は、以下のとおりとする。 

①応急給水隊の編成は別表６のとおりとする。 

②応急復旧隊の編成は別表７のとおりとする。 

 

１３ 応援隊の受け入れ（第９条関係） 

（１）会員は、協定に基づく応援隊の受け入れを想定し、円滑な受け入れができるよう、

応援隊の受け入れマニュアル等の整備に努める。 

（２）会員は、協定に基づく応援隊の受け入れを想定し、応援隊の宿泊施設や駐車場の確

保及び食事の提供方法等について、予め検討しておく。 

（３）被災会員は、応急給水の状況及び被災した水道施設の復旧状況並びに燃料の補給場

所等に関する情報を、定期的に応援隊に提供できるよう、定時ミーティング等の機会

を設ける。 

 

１４ 中継会員（第１０条関係） 

（１）中継会員は、情報が不明確で応援隊の活動場所等が確定されない等の状況において

遠方から派遣される応援隊の当面の目的地となる。 

（２）中継会員は、応援隊の休憩場所や応援車両の駐車場の提供等、応援会員の移動補助

を目的とした活動を行う。 

（３）中継会員は、応援隊の休憩場所や駐車場の提供にあたり、既存の庁舎や敷地を開放

するなど、特段の費用負担が生じないよう留意する。やむを得ず費用が発生する場合

には、応援活動の費用負担に準じて扱うものとする。 

（４）中継会員に関する書類様式は、以下のとおりとする。 

中継水道事業体使用可能施設報告書（手引き様式７） 

 

１５ 支援拠点会員（第１１条関係） 

（１）支援拠点会員の役割は、以下のとおりとする。 

①給水基地の提供 

②応援隊の宿泊施設確保の補助 

③被災県支部長等との情報連絡の補助 

（２）支援拠点会員は、応援隊の休憩場所や駐車場の提供にあたり、既存の庁舎や敷地を

開放するなど、特段の費用負担が生じないよう留意する。やむを得ず費用が発生する

場合には、応援活動の費用負担に準じて扱うものとする。 

（３）支援拠点会員に関する書類様式は、以下のとおりとする。 

支援拠点水道事業体の(設置・変更)について（手引き様式８） 
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１６ 応援活動の終了（第１２条関係） 

（１）応援活動の終了に関する書類様式は以下のとおりとする。 

応援活動に関する（報告・通知）書（応援様式３） 

 

１７ 応援活動の費用負担（第１３条関係） 

（１）被災会員と応援会員の費用負担の区分は別表８のとおりとする。 

（２）先遣調査隊の派遣に要する費用負担の区分は別表８のとおりとする。 

（３）会員が現地に赴き水道の被害等に関する情報収集を行う費用については、当該会員

の負担とする。ただし、地方支部長の依頼に基づく先遣調査隊としての情報収集を行

う場合を除く。 

（４）応援会員が国及び地方公共団体等から応援活動に要した費用の補填を受けた場合に、

被災会員はその補填額を差し引いた金額を負担する。 

（５）応援会員が応援活動を行うにあたり特別に費用を要した場合には、その費用を被災

会員が負担する。 

 

１８ その他 

（１）災害時の相互応援に関して本指針に定めのない事項については、手引きに記載の方

法による。 

 

 

附則 

（適用） 

この指針は、平成９年５月１日から適用する。 

 

附則（平成１８年３月２３日改定） 

（適用） 

この指針は、平成１８年３月２３日から適用する。 

 

附則（平成２６年４月１１日改定） 

（適用） 

この指針は、平成２６年４月１１日から適用する。 

 

附則（令和２年８月１４日改定） 

（適用） 

この指針は、令和２年８月１４日から適用する。 
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別表・資料・様式一覧 
１．別表 

記号番号 名 称 

別表１ 相互応援に向けた東北地方支部長及び県支部長の態勢 

別表２ 地方支部長被災時の職務代行・補助者 

別表３ 応急給水資機材一覧 

別表４ 応急復旧資機材一覧 

別表５ 装備品一覧 

別表６ 応急給水隊の編成 

別表７ 応急復旧隊の編成 

別表８ 費用負担の区分 
 

２．資料 

記号番号 名 称 

資料１★ 情報連絡・応援要請・出動・応援活動フロー 

資料２ 新型コロナウイルスの感染が懸念される状況における応援活動の留意点 
 

３．調査様式 

記号番号 名 称 

調査様式１ 資材（管類・継手類）の保有状況 

調査様式２ 給水車等の保有状況 

調査様式３ 拠点給水用ソフトタンク・バッグ・バルーンの保有状況 

調査様式４ 応急給水袋・ポリタンクの保有状況 

調査様式５ その他(ペットボトル・備蓄水等)の保有状況 

調査様式６ 事業体毎の機材等保有状況 
 

４．応援様式 

記号番号 名 称 

応援様式１★ 応援要請書（地方支部・県支部用） 

応援様式２★ 応急復旧班準備・活動状況 

応援様式３ 応援活動に関する(報告・通知)書 
 

５．手引き様式 

記号番号 名 称 

手引き様式２★ 被害・応援要請情報 

手引き様式４ 現地調整隊の決定について 

手引き様式５★ 応援要請書（被災事業体用） 

手引き様式６★ 給水車準備・活動状況 

手引き様式７ 中継水道事業体使用可能施設報告書 

手引き様式８ 支援拠点水道事業体の(設置・変更)について 

手引き様式９ 水道給水対策本部の(設置・変更)について 

手引き様式１２★ 応急給水応援体制報告書 

手引き様式１３(表) 応急給水作業指示書 

手引き様式１３(裏) 応急給水作業報告書 

手引き様式１４ 応急給水作業予定表 

手引き様式１５ 応急給水作業集約表 

手引き様式１６ 水道施設被害状況等調査票 

手引き様式１７★ 応急復旧応援体制報告書 

手引き様式１８(表) 漏水調査受付書 

手引き様式１８(裏) 漏水調査報告書 

手引き様式１９ 応急復旧活動対応表 

手引き様式２０ 管路修理報告書 

手引き様式２１ 管路修理集約表 

手引き様式２２ 管路被害算定表（管種・口径・被害形態別） 

手引き様式２３ 黒板（撮影表示板）作成に当たって 

手引き様式２５ 水道施設被害状況等集計表 
 

★：災害発生から応援隊出動までの初動期に使用するフロー及び様式 
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別表１ 相互応援に向けた東北地方支部長及び県支部長の態勢 

１．地震 

態勢種別 態勢確保の時期 東北地方支部長及び県支部長の態勢の内容 

注意態勢 
・各支部内で震度５弱の地震

が発生 

・情報連絡により水道の被害状況や応援要請の有無
等について確認する。 

・状況に応じて上位の配備に移行する。 

警戒態勢 
・各支部内で震度５強の地震

が発生 

・情報連絡により水道の被害状況や応援要請の有無
等について確認する。 

・応援要請等に対応する準備を進める。 
・状況に応じて上位の配備に移行する。 

非常態勢 

・各支部内で震度６弱以上の
地震が発生 

・各支部内で地震による甚大
な水道の被害の発生を把握 

・情報連絡により水道の被害状況や応援要請の有無
等について確認する。 

・応援要請等に迅速に対応できる態勢を確保する。 

 

２．その他災害 

態勢種別 態勢確保の時期 東北地方支部長及び県支部長の態勢の内容 

注意態勢 
・各支部内で大雨等※の特別

警報が発表 
・地方支部長の要請 

・被害発生時に迅速な情報連絡を行える態勢を確保
する。 

・状況に応じて上位の配備に移行する。 

警戒態勢 
・特別警報が発表された大雨

等※が各支部内で現に発生 
・地方支部長の要請 

・会員事業体における被害状況の把握が可能になっ
たと思われる時点で、情報連絡により水道の被害
状況や応援要請の有無等について確認する。 

・応援要請等に対応する準備を進める。 
・状況に応じて上位の配備に移行する。 

非常態勢 
・各支部内で災害（地震を除

く）による甚大な水道の被
害の発生を把握 

・情報連絡により水道の被害状況や応援要請の有無
等について確認する。 

・応援要請等に迅速に対応できる態勢を確保する。 

※大雨等：大雨，暴風，暴風雪，大雪，津波，火山噴火 

 

 

別表２ 地方支部長被災時の職務代行・補助者 

以下の優先順位により、職務代行又は補助の対応が可能な者から候補者を選定する。 

優先順位 職務代行・補助者 

第１位 青森県支部長 

第２位 秋田県支部長 

第３位 岩手県支部長 

第４位 福島県支部長 

第５位 山形県支部長 

第６位 宮城県支部長 
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別表３ 応急給水資機材一覧 

分 類 応急給水資機材 備 考  

車両 

給水車 

トラック 

広報車 

・給水車は加圧式が望ましい。上水道用可搬式電
動ポンプ等の搭載も有効。 

 
・車両にはカーナビゲーションシステムの設置が

有効。 

給水容器 

仮設水槽 

給水タンク（トラック架設用） 

ポリタンク 

給水袋 

・ポリタンクは１０㍑以下が望ましい。 
 
・給水袋は６㍑以下が望ましい。 

給水機材 

エンジンポンプ 

水中ポンプ 

消火栓ホース 

燃料タンク 

発電機 

仮設給水栓セット 

飲料水袋詰機 

 

保安設備 

照明機器 

カラーコーン 

コーンバー 

 

その他 

残留塩素濃度測定器（試薬） 

拡声器（乾電池） 

携帯電話（充電器） 

懐中電灯（乾電池） 

携帯ラジオ（乾電池） 
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別表４ 応急復旧資機材一覧 

分 類 資機材名称 分 類 資機材名称 

車両等 

運搬車（クレーン付） 

作業車 

工作車（ダブルキャブ他） 

緊急車 

ライトバン 

掘削埋戻し

工具 

黒板（撮影表示板） 

小型掘削機 

スコップ 

ハンドブレーカー 

転圧機 

保安設備 

投光器 

つるはし 

コンプレッサ 

土留め材料 

土のう袋 

コンクリートカッター 

保安設備 

工事看板 

バリケード 

カラーコーン 

コーンバー 

ハロゲンランプ 

簡易回転灯 

交通誘導等 

配水調整用

資材 

制水弁用開栓器（ﾊﾞﾙﾌﾞｷｰ） 

蓋カギ 

スタンドパイプ 

水質検査器 

残留塩素測定器 

排水工具 

水中ポンプ 

発電機 

布ホース 

漏水調査器

具 

相関式漏水発見装置 

電子式漏水発見器 

埋設管探知機 

音聴棒 

距離計 

水圧ゲージ 

修理資材 

給・配水資材、管材 

埋め戻し土 

仮復旧合材 

接合工具 

ビニル管接合工具一式 

ポリエチレン管接合工具一式 

鉛管接合工具一式 

継手接合器材 

（ﾄﾙｸﾚﾝﾁ、ｽﾊﾟﾅ、金尺他） 

その他 

配管図 

携帯電話 

携帯無線 

懐中電灯（乾電池） 

トランシーバー 

カメラ フィルム 

ハンドマイク 

ハンマー 

工具類（一式） 

酸欠防止用具 

切管工具 

リードカッター 

エンジンカッター 

ローリングカッター 

電気ドリル 

穿孔器 

コードリール 
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別表５ 装備品一覧 

１．応援水道事業体職員であることを証明するもの 

品 名 数 量 摘 要 

身分証明書 隊員個々に準備  

運転免許証 隊員個々に準備  

健康保険証（写） 隊員個々に準備  

腕章（事業体名称入り） 隊員の人員分  

 

２．派遣時の服装及び携行するもの 

品 名 数 量 摘 要 

作業着（上下）+着替え 隊員個々に準備 ※季節により夏用、冬用を持参 

※貸与を受けていない隊員には庶務担当が手

配する。 
雨具、防寒着 隊員個々に準備 

安全靴、ゴム長靴 隊員個々に準備 

ヘルメット、帽子 隊員個々に準備 

手袋（軍手、皮手袋） 隊員個々に準備 

スニーカー、上履き等（移動時等） 隊員個々に準備  

下着、靴下（派遣日数分+α） 隊員個々に準備 ※季節を考慮して持参 

 

３．生活、衛生面で必要なもの 

品 名 数 量 摘 要 

発電機（小型） １台/１隊当り ※宿泊施設が確保できなかった場合又は水道

施設内に宿泊する場合に必要と考えられる

物品を参考列記 

※派遣先に持参する物品を選択 

 

発電機燃料用携行缶 １個/１隊当り 

投光器 ２基/１隊当り 

ドラムコード（50ｍ） ２個/１隊当り 

寝具類（寝袋、毛布、枕等） 隊員数分 

テント（隊員宿泊用）  
※テント（2～3人/１張（感染症対策を要

する場合は 1人/1張）を目安） 
 

簡易シャワー  ※受援事業体に確認し要・不要を判断  

洗面具（タオル、歯ブラシ等） 隊員個々に準備 ※替えや予備を持参すると便利  

懐中電灯（電池式、充電式） ３本×１隊   

乾電池（単一、単三等） ６本/１隊×日数 ※応援隊の入れ替え時に補給  

 

４．調理・給食関係で必要なもの 

品 名 数 量 摘 要 

携帯用ガスコンロ ２個/１隊当り  

ガスボンベ（詰め替え用） ６本/１隊当り  

調理器具類（鍋、やかん等） ２個/１隊当り  

食器類Ａ（茶碗類） ×隊員数  

食器類Ｂ（使い捨て容器等） 隊員数×日数×３  

割り箸、使い捨てスプーン等 隊員数×日数×３  

包丁 １本×１隊  

まな板 １枚×１隊  

缶切り   

電気ポット １個×１隊  
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５．食料等 

品 名 数 量 摘 要 

飲料水（ペットボトル 1.5ℓ） 隊員数×２本×日数 ※受援事業体等に確認し、現地の店、コンビ

ニ等の営業状況を確認後、持参物を決定 

※住民に支障のない範囲で現地調達 

※カップ麺、レトルト、缶詰類等の痛まない

食品類は次隊に引継ぎ 

カップ麺 隊員数×３個×日数 

レトルト食品（白飯、惣菜等） 隊員数×３個×日数 

缶詰類（飯類、惣菜副食類等） 隊員数×３個×日数 

その他食料品 必要に応じて 

 

６．救急医療薬品等  

品 名 数 量 摘 要 

救急箱一式 数種類×必要数 風邪、胃腸薬、外傷薬、目薬 

包帯 必要数  

マスク 必要数 粉じん対策、感染症予防 

栄養剤（ビタミン剤） 必要数  

フェイスシールド 隊員数 感染症予防 

消毒アルコール、除菌スプレー 必要数 感染症予防 

使い捨てカイロ   

虫よけスプレー ５本/１隊当り  

 

７．車両関係 

品 名 数 量 摘 要 

タイヤチェーン等 車両台数分 冬期派遣時 

ＥＴＣカード 車両台数分  

派遣車両のスペアキー 必要数 受援事業体に預ける（駐車場所の移動に使用） 

災害派遣等従事車両証明書 車両台数分  

緊急車両標章（事業体名称入り） 

（横断幕、マグネット、旗等） 

派遣車両数分 輸送用車両、給水隊用、復旧隊用 

 

８．通信機器・情報機器類 

品 名 数 量 摘 要 

ノートＰＣ   

携帯電話・スマートフォン   

衛星電話   

デジタルカメラ  記録用 

プリンタ  インクカートリッジ含む 

携帯ラジオ   

カードリーダー（ＳＤカード等）  ＰＣの仕様 

電源延長コード   

ＯＡタップ   

 

９．その他 

品 名 数 量 摘 要 

派遣先の地図   

方位磁石  衛星電話の受信方角確認 

充電器  カメラ、携帯、電池用 

ティッシュペーパー   

文房具一式  ペン、マーカー、付箋、はさみ、ホチキス等 
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別表６ 応急給水隊の編成 

編成 

○応急給水隊の基本単位を応急給水班とする。 
 

○応急給水班１班（給水車１台）あたり、２名の給水要員による体制を標準とする。 
 

○トラック等による運搬給水の場合、必要に応じて運転手１名を増員する。 
 

○３班以上の応急給水班からなる応急給水隊を編成する場合には、被災会員と調整の

うえ、指揮監督するための総括責任者を含めて派遣することが望ましい。 

派遣期間 
○応援活動の継続性、職員の健康等を考慮して、１班あたりの派遣期間は、概ね実働

１週間とする。 

 

 

別表７ 応急復旧隊の編成 

編成 

○応急復旧隊の基本単位を応急復旧班とする。 
 

○応急復旧班は、総括班、漏水調査班、修理班により構成されることを標準とする。 

 

【総括班】 

 総括責任者  １名 

 連 絡 員  １名 

 記 録 者  １名 

 ・総括責任者は被災会員の責任者と連絡調整し、各班の指揮監督を行う。 

 ・連絡員は、漏水調査班、修理班との連絡調整を行う。 

 ・記録者は、作業内容等の応援活動を記録するとともに、連絡員を補助する。 

 

【漏水調査班】１班あたり 

漏水調査班（１班）の編成は、以下を標準とするが、被害状況や応援の規模に応じ

て適宜増員する必要がある。 

 責 任 者  １名 

 作 業 員  ３名 

 

【修理班】１班あたり 

 修理班（１班）の編成は、配水管と給水管の両方を修理できる編成とし、以下を

標準とするが、被害状況や応援の規模に応じて適宜増員する必要がある。 

責 任 者  １名 

作 業 員  ５名（施工業者） 

・作業員は世話役、配管工、運転手、特殊作業員、普通作業員で構成する。 

・３班以上の応援隊を派遣する場合は、被災事業体の責任者と連絡調整し、指揮監督

するための、総括責任者を含め派遣する。 

派遣期間 
○応援活動の継続性、職員の健康等を考慮し、１班あたりの派遣期間は、概ね実働 1週

間とする。 
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別表８ 費用負担の区分 

先遣調査隊 地方支部が負担すべき費用 先遣調査隊が負担すべき費用 

応援活動 被災会員が負担すべき費用 応援会員が負担すべき費用 

人件費等 

超過勤務手当 

深夜勤務手当 

特殊勤務手当 

管理職員特別勤務手当 

旅費（日当含む） 

給料 

地域手当等基本的な手当 

材料費 

継ぎ手、直管、異形管、 

弁栓類、弁きょう、鉄蓋類、 

給水袋等 等 

 

請負工事代金 
工事請負費（材料費、労務費、 

機械器具損料、滞在費、諸経費等） 

 

車両、機材等の

費用 

燃料費（ガソリン、軽油） 

修理費 

賃借料 

輸送料（機材等の輸送に係る有料道路

料金、フェリー料金等） 

損料 

滞在費用 

食料費（弁当、現地での食事等） 

宿泊費（仮設ハウス設置費用、ホテル等

宿泊費） 

携行する食料費 

携行する寝袋、テント等 

被服（防寒服・割当のない職員分･クリ

ーニング代） 

生活用品、その他福利厚生費 

その他事務費等 

工事確認用写真代 

作業用消耗品 

通信費（電話料金、FAX、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等） 

トランシーバー 

消火器 

地図 

コピー代 

記録・報告・広報用写真代 

その他事務用品 

補償関係費用 

応援職員の疾病に対する応急的な治療

費 

応援作業中の事故等における第三者に

対する損害賠償金 

応援職員の災害補償費（出張中の公務

災害） 

往復途上の事故等における第三者に対

する損害賠償金 

 



情報連絡・応援要請・応援活動フロー

（１）応援要請フロー 令和3年3月19日一部修正

作成・編集者凡例
応援事業体

被
害
な
し

被
害
な
し

自
己
対
応

東北地方支部 資料1

被災県支部内
東北地方支部長

応援県支部内
被災水道事業体 被災県支部長 応援水道事業体 応援県支部長 応援水道事業体

自
己
対
応

県
支
部
内
応
援

県
支
部
内
応
援

他
県
支
部
応
援

他
県
支
部
応
援

被災事業体 被災県支部 東北地方支部 応援県支部

応援要請応援要請

応援要請

【手引き様式5】

応援要請書

地震等緊急時

被害状況報告

【手引き様式2】

被害・応援要請情報

地方支部内情報集約

各県支部・本部と共有

被害があるとき

県支部と

情報共有

被害がないとき

応援要請

【応援様式1】

応援要請書

地方支部内要請集約

応援手配状況把握

情報共有県支部内情報集約

県支部内・地方支部と共有

情報共有

出 動

応援班情報報告
応援手配状況把握

応援班情報集約

【手引き様式6】

給水車準備情報

（県支部内集約）

応援出動打診・調整

【応援様式2】

応急復旧応援班

準備情報

（県支部内集約）

応援要請先決定

（２）応急給水活動フロー

（３）応急復旧活動フロー

応援を要すとき

応援出動打診・調整 応援出動打診・調整

応援要請先決定

応援班編成・出動準備

応援班情報報告応援班情報集約・報告応援班情報集約・報告

出 動

【手引き様式6】

給水車準備情報

（⑳～㉖入力）

【応援様式2】

応急復旧応援班

準備情報

（⑮～⑳入力）

（２）応急給水活動フロー

（３）応急復旧活動フロー

【手引き様式6】

給水車準備情報

（県支部内集約）

【応援様式2】

応急復旧応援班

準備情報

（県支部内集約）

【手引き様式6】

給水車準備情報

（地方支部内集約）

【応援様式2】

応急復旧応援班

準備情報

（地方支部内集約）

応援班情報共有

【手引き様式6】

給水車準備情報

（地方支部内集約）

【応援様式2】

応急復旧応援班

準備情報

（地方支部内集約）

応援要請先情報共有

【手引き様式6】添付

給水車準備情報

（⑨,⑬,⑱,⑲入力）

【手引き様式6】添付

給水車準備情報

（⑩入力）

【応援様式2】添付

応急復旧応援班

準備情報

（⑨,⑪,⑬～⑭入力）

【応援様式2】添付

応急復旧応援班

準備情報

（⑩入力）

【手引き様式6】

給水車準備情報

（⑳～㉖入力）

【応援様式2】

応急復旧応援班

準備情報

（⑮～⑳入力）

【応援様式1】

応援要請書

【応援様式1】

応援要請書

※応援要請書（手引き様式5、応援様式1）で応援要請を行う暇がないときには、口頭で応援要請を行うことができる。

（状況改善後に速やかに提出）

※県支部内の応援に関しては、各県支部で定めた手続きフローや様式を優先することができる。

出動可能報告

（給水車台数)

（応急復旧班数）

出動可能報告

（給水車台数)

(応急復旧班数）

県支部内要請集約

応援要請

【応援様式1】

応援要請書

【手引き様式6】添付

給水車準備情報

（⑨,⑩,⑬,⑱,⑲入力）

【応援様式2】添付

応急復旧応援班

準備情報

（⑨,⑩,⑪,⑬,⑭入力）

他県支部の

応援を要すとき

被害状況集約・共有

【手引き様式2】

被害・応援要請情報

応援班編成・出動準備 必要に応じて

情報共有

必要に応じて

県支部内に情報展開

県支部内応援時、

他県支部応援時も

自己対応時と同様に

情報共有

被害状況集約・共有

【手引き様式2】

被害・応援要請情報

※手引き様式6は給水車DB連動版の使用

を基本とする。

（給水車DB連動版を使用できない場合は

手入力用を使用）
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（２）応急給水活動フロー 令和3年3月19日一部修正

（３）応急復旧活動フロー 令和3年3月19日一部修正

作成・編集者凡例
被災事業体 被災県支部 東北地方支部 応援県支部 応援事業体

東北地方支部長
応　援　側

水道事業体 県支部長 応援隊 県支部長 水道事業体
被　災　側

被　災　側
東北地方支部長

応　援　側
水道事業体 県支部長 応援隊 県支部長 水道事業体

現地到着報告

【手引き様式12】

応急給水応援体制報告書

現地到着報告受領

【手引き様式12】

応急給水応援体制報告書

作業指示

【手引き様式13(表)】

応急給水作業指示書

【手引き様式14】

応急給水作業予定表

応急給水作業

事業体内集約

【手引き様式13(裏)】

応急給水作業報告書

作業終了

適宜情報共有

活動終了 帰 任

出 動

現地到着報告

【手引き様式17(表)(裏)】

応急復旧応援体制報告書

現地到着報告受領

【手引き様式17(表)(裏)】

応急復旧応援体制報告書

帰 任

通報等による漏水受付

調査指示

【手引き様式18(表)】

漏水調査受付書

情報集約・作業指示

【手引き様式19】

応急復旧活動対応表

調査報告

【手引き様式18(裏)】

漏水調査報告書

漏水調査

修理

作業結果集約

【手引き様式21】

管路修理集約表

事業体内集約

【手引き様式18(裏)】

漏水調査報告書

【手引き様式20】

管路修理報告書

到着・活動開始報告

活動状況報告

【手引き様式6】

給水車活動情報

(県支部内集約)

他県支部等と情報共有

【手引き様式6】

給水車活動情報

(地方支部内集約)

活動終了報告

【手引き様式6】

給水車準備情報

【応援様式3】

応援活動報告書

活動終了把握・通知

【手引き様式6】

給水車準備情報

（地方支部内集約）

【応援様式3】

応援活動通知書

被害状況報告

【手引き様式2】

（県支部内集約）

被害状況報告

【手引き様式2】

（地方支部内集約）

必要に応じて

県支部内に情報展開

到着・活動開始報告

活動状況把握

適宜状況報告

他県支部等と情報共有

【応援様式2】

応急復旧班活動情報

(地方支部内集約)

被害状況報告

【手引き様式2】

（地方支部内集約）

必要に応じて

県支部内に情報展開

活動状況報告

【応援様式2】

応急復旧班活動情報

※又は自由様式等適宜情報共有

被害状況報告

【手引き様式2】

（県支部内集約）

活動終了把握・通知

【応援様式3】

応援活動通知書

【応援様式2】

応急復旧班活動情報

(地方支部内集約)

活動状況把握

適宜状況報告

活動状況報告

【手引き様式6】

給水車活動情報

活動終了報告活動終了報告

【応援様式3】

応援活動報告書

【応援様式2】

応急復旧班活動情報

※又は自由様式等

活動終了把握・通知

【応援様式3】

応援活動通知書

活動終了把握

活動終了

活動終了報告 活動終了把握・通知

【応援様式3】

応援活動通知書

活動終了把握

【応援様式3】

応援活動報告書

【応援様式3】

応援活動報告書

【応援様式2】

応急復旧班活動情報

(県支部内集約)

※又は自由様式等

【手引き様式6】

給水車準備情報

（県支部内集約）

現地情報提供

【手引き様式16】

被害状況等調査票

作業報告

【手引き様式20】

管路修理報告書

【手引き様式23】

撮影表示板

（１）応援要請フロー

（１）応援要請フロー

適宜情報集約

作業結果集約

【手引き様式15】

応急給水作業集約表

適宜情報集約

被害率算定

【手引き様式22】

管路被害算定表

出 動

※[被災側県支部長]は県支部内の応援水道事業者に対し

[応援側県支部長]としての情報連絡も行う。

現地情報提供

【手引き様式16】

被害状況等調査票

作業報告

【手引き様式13(裏)】

応急給水作業報告書

活動状況報告

【応援様式2】

応急復旧班活動情報

(県支部内集約)

※又は自由様式等
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（４）各部隊の設置・決定フロー 令和3年3月19日追加

作成・編集者凡例

日本水道協会
救援本部水道事業体 県支部長 県支部長 水道事業体

被災側
東北地方支部長

東北地方支部 応援県支部 応援事業体被災事業体

応援側

現地
調整隊
の決定

中継水道
事業体の
決定

支援拠点
水道事業
体の設置

水道給水
対策本部
の設置

先遣調査
隊の報告

被災県支部

体制確認

【手引き様式4】

現地調整隊の決定

情報共有

【手引き様式4】

現地調整隊の決定

決定通知

【手引き様式4】

現地調整隊の決定

情報共有

【手引き様式4】

現地調整隊の決定

情報共有

【手引き様式4】

現地調整隊の決定 情報共有

【手引き様式4】

現地調整隊の決定

※この例は被災県支部内から現地調整隊を派遣するケース。

※現地調整隊を他の県支部から派遣する場合は地方支部長、他の地方支部から派遣する場合は救援本部が決定通知を行う。

※被災事業体が他の水道事業体との間で現地調整隊の派遣に関する都市間協定等を締結している場合は、当該協定に基づき派遣決定及び通知を行う。

設置・変更通知

【手引き様式8】

支援拠点水道事業体

の設置・変更

※この例は被災県支部内に支援拠点水道事業体を設置するケース。

※支援拠点水道事業体を他の県支部に設置する場合は地方支部長、他の地方支部に設置する場合は救援本部と協議のうえ決定する。

情報共有

【手引き様式8】

支援拠点水道事業体

の設置・変更

情報共有

【手引き様式8】

支援拠点水道事業体

の設置・変更

情報共有

【手引き様式8】

支援拠点水道事業体

の設置・変更

情報共有

【手引き様式8】

支援拠点水道事業体

の設置・変更

体制確認

【手引き様式8】

支援拠点水道事業体

の設置・変更

設置・変更通知

【手引き様式9】

水道給水対策本部

の設置・変更

情報共有

【手引き様式9】

水道給水対策本部

の設置・変更

情報共有

【手引き様式9】

水道給水対策本部

の設置・変更

情報共有

【手引き様式9】

水道給水対策本部

の設置・変更

情報共有

【手引き様式9】

水道給水対策本部

の設置・変更

情報共有

【手引き様式9】

水道給水対策本部

の設置・変更

先遣調査隊

状況に応じて地方支部長に派遣依頼現地調査

情報共有

【手引き様式25】

水道施設被害

状況等集計表

情報共有

【手引き様式25】

水道施設被害

状況等集計表

情報共有

【手引き様式25】

水道施設被害

状況等集計表

設置・変更通知

【手引き様式7】

中継水道事業体

使用可能施設報告書

※この例は被災県支部内に中継水道事業体を設置するケース。

※中継水道事業体を他の県支部に設置する場合は地方支部長、他の地方支部に設置する場合は救援本部が決定通知を行う。

情報共有

【手引き様式7】

中継水道事業体

使用可能施設報告書

情報共有

【手引き様式7】

中継水道事業体

使用可能施設報告書

情報共有

【手引き様式7】

中継水道事業体

使用可能施設報告書

情報共有

【手引き様式7】

中継水道事業体

使用可能施設報告書

体制確認

【手引き様式7】

中継水道事業体

使用可能施設報告書

現地調整隊決定

中継水道事業体決定

支援拠点

水道事業体設置

水道給水対策

本部設置

先遣調査隊派遣

先遣調査隊派遣

本部依頼または

自己判断により派遣

情報共有

【手引き様式25】

水道施設被害

状況等集計表

被害概況等報告

【手引き様式25】

水道施設被害

状況等集計表

※[被災側県支部長]は県支部内の応援水道事業者に対し

[応援側県支部長]としての情報連絡も行う。

情報共有

【手引き様式25】

水道施設被害

状況等集計表
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資材（管類・継手類）の保有状況
令和〇年〇月〇日

〇〇県支部

管材種別 管材種別（その他名称等） 口　径 その他口径 継手種別 強度・形状 寸法・その他の形状 厚さ 内面塗装 所有数量 初期応援可能数量 事業体名

東北地方支部 調査様式１

復旧資材（DIP）

-21-



給水車、運搬車および給水タンクの保有状況

（１）自走式 ローリー形給水車

県支部 事業体 車両番号 容量
加圧ポンプ
最大揚程

最大吐出量 駆動/ｷﾞｱ ﾅﾋﾞ/ｽﾋﾟｰｶｰ 全長 車両総重量 注水口形状 燃料 備考

（２）可搬式給水タンク（SUS、アルミ、FRPなどのハードタンク等）

県支部 事業体 容量 保有数
加圧ポンプ
最大揚程

最大吐出量 材質 重量 注水口形状 備考

（３）給水タンクおよび資機材等運搬用車両（可搬式・牽引式給水タンクを運搬する車両および仮設水槽や給水袋などを運搬するために使用できる車両）
県支部 事業体 ⾞両番号 種別 駆動/ｷﾞｱ ﾅﾋﾞ/ｽﾋﾟｰｶｰ 積載重量 全⻑ ⾞両総重量 燃料 備考

東北地方支部 調査様式２
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拠点給水用仮設水槽（ソフトタンク・バッグ・バルーン等）の保有状況

（１）可搬式仮設水槽
県支部 事業体 容量 種別 保有数 素材 架台 蛇口 重量 接続口形状 備考

（２）臨時給水用蛇口
県支部 事業体 蛇口数 保有数 接続口形状 備考

東北地方支部 調査様式３
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応急給水袋・ポリタンクの保有状況

（１）応急給水袋
　※数量は応援可能数量とし、10単位・100単位で切り捨てを行う。
県支部 事業体 容量 応援可能数量 備考

（２）ポリタンク
　※数量は応援可能数量とし、10単位・100単位で切り捨てを行う。
県支部 事業体 容量 応援可能数量 備考

東北地方支部 調査様式４
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その他資機材の保有状況

（１）備蓄水（災害時に提供可能なもの　ペットボトル・水缶）
　※応援可能数量は10単位・100単位で切り捨てを行う。
県支部 事業体 容量 応援可能数量 備考

東北地方支部 調査様式５
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事業体毎の資機材保有状況調書

代表電話

直通電話

ファクス
責任
者 電子メール
補助
者 衛星携帯
補助
者 公用携帯

 １　給水車、運搬車および給水タンク

自走式 ローリー形給水車 ⇒調査様式2(1)

車両番号 容量
加圧ポンプ最

大揚程
最大吐出量 駆動/ギア ﾅﾋﾞ/ｽﾋﾟｰｶｰ 全長 車両総重量 注水口形状 燃料 備考

可搬式給水タンク（SUS、アルミ、FRPなどのハードタンク等） ⇒調査様式2(2)

容量 保有数 加圧ポンプ最大揚程 最大吐出量 材質 重量 注水口形状 備考

給水タンクおよび資機材等運搬用車両

（上記可搬式・牽引式給水タンクを運搬する車両および仮設水槽や給水袋などを運搬するために使用できる車両） ⇒調査様式2(3)

車両番号 種別 駆動/ギア ﾅﾋﾞ/ｽﾋﾟｰｶｰ 積載重量 全長 車両総重量 燃料 備考

 ２　拠点給水用仮設水槽（ソフトタンク・バッグ・バルーン等）

可搬式仮設水槽 ⇒調査様式3(1)

容量 種別 保有数 素材 架台 蛇口 重量 接続口形状 備考

臨時給水用蛇口 ⇒調査様式3(2)

蛇口数 保有数 接続口形状 備考

 ３　応急給水袋・ポリタンク

応急給水袋：数量は10単位・100単位で切り捨てを行う。 ⇒調査様式4(1)

容量 応援可能数量 備考

ポリタンク：数量は10単位・100単位で切り捨てを行う。 ⇒調査様式4(2)

容量 応援可能数量 備考

 ４　その他

備蓄水（災害時に提供可能なもの　ペットボトル・水缶）：数量は10単位・100単位で切り捨てを行う。 ⇒調査様式5(1)

容量 応援可能数量 備考

役職 氏名 電話番号 携帯電話

東北地方支部 調査様式６

事業体名

連絡担当課名

連
絡
担
当
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R4.3.7修正版

発信元

日本水道協会東北地方支部災害時相互応援に関する協定に基づき、以下について応援を要請します。

③加圧

加圧あり

加圧なし

小　計

発信元の連絡先

応援
県支部

所属・職・氏名 電　話  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-
電子メール FAX  -　　　　-

計

地方支部
所属・職・氏名 電　話  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-
電子メール FAX  -　　　　-

応援先情報
期間、特記事項、集合場所、経路及び進路状況については

被災事業体から被災県支部あての応援要請書（別添の手引き様式5）のとおり

その他備考・参考情報

被災
県支部

所属・職・氏名 電　話  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-
電子メール FAX  -　　　　-

要請先(応援事業体)

①県支部 ②事業体名
応急給水 応急復旧 ⑦その他

⑧県支部 ⑨事業体名④給水車
台数

⑤漏水
調査班

⑥修繕班

応援先（被災事業体）
要請内容

（被災事業体からの要請数－被災県支部内手配数）

東北地方支部 応援様式1

令和　　年　　月　　日

応　援　要　請　書
（地方支部・各県支部用）

要請種別

被災県支部 ⇒ 地方支部

地方支部 ⇒ 応援県支部

応援県支部 ⇒ 応援事業体
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R4.3.7修正版

発信元

○

日本水道協会東北地方支部災害時相互応援に関する協定に基づき、以下について応援を要請します。

③加圧

〇〇県支部 Ａ市 ○ 2台

〇〇県支部 Ｂ市 ○ 10台

○ 4台

2台

加圧あり 16台
加圧なし 2台
小　計 18台

発信元の連絡先

FAX  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-
応援

県支部

所属・職・氏名 電　話  -　　　　-

電子メール

被災
県支部

所属・職・氏名
○○市水道局　○○課　○○係長

◇◇　◇◇

電子メール xxxxxxxxxx@xxxxxxx.xxx.jp

地方支部
所属・職・氏名 電　話  -　　　　-

電子メール FAX  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-

電　話 ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

FAX ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

その他備考・参考情報

応援先情報
期間、特記事項、集合場所、経路及び進路状況については

被災事業体から被災県支部あての応援要請書（別添の手引き様式5）のとおり

計

〇〇県支部 Ｃ市

①県支部 ②事業体名
応急給水 応急復旧 ⑦その他

⑧県支部 ⑨事業体名④給水車
台数

⑤漏水
調査班

⑥修繕班

応援先（被災事業体）
要請内容

（被災事業体からの要請数－被災県支部内手配数）
要請先(応援事業体)

要請種別

被災県支部 ⇒ 地方支部

地方支部 ⇒ 応援県支部

応援県支部 ⇒ 応援事業体

応　援　要　請　書
（地方支部・各県支部用）

〇〇県支部

①被災県支部が地方支部に
応援要請する際の記入例

東北地方支部 応援様式1

令和　〇年　〇月　〇日

被災県支部名を記入

地方支部を通じて他の県支部に応援を要請する内容

（被災事業体の要請数から被災県支部内で手配した分を除いた数量）

を応援先（被災事業体）毎に記入

「加圧あり（③に○を記入）」と「加圧なし」は別の行に分けて記入

被災県支部の連絡担当者情報を記入

東北地方支部

に提出

被災事業体から被災県支部に提出された

応援要請書【手引き様式5】を添付

[被災県支部⇒地方支部]を選択

記入行が足りない

場合は、空白行を

コピーして挿入

してください。
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R4.3.7修正版

発信元

○

日本水道協会東北地方支部災害時相互応援に関する協定に基づき、以下について応援を要請します。

③加圧

〇〇県支部 Ａ市 ○ 2台 △△県支部

○ 5台 ◇◇県支部

○ 5台 ◆◆県支部

○ 4台 □□県支部

2台 □□県支部

加圧あり 16台
加圧なし 2台
小　計 18台

発信元の連絡先

FAX  -　　　　-

衛星電話  -　　　　-
電子メール

所属・職・氏名 電　話  -　　　　-
応援

県支部

022-249-2302

022-249-2006

090-5847-0330

ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

地方支部
所属・職・氏名

仙台市水道局 総務課 研修係長
◆◆　◆◆

電　話

電子メール nissuikyo-touhoku@yacht.ocn.ne.jp FAX

衛星電話

衛星電話  -　　　　-
電子メール

所属・職・氏名
○○市水道局　○○課　○○係長

◇◇　◇◇
電　話 ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

xxxxxxxxxx@xxxxxxx.xxx.jp

被災
県支部

FAX

その他備考・参考情報

応援先情報
期間、特記事項、集合場所、経路及び進路状況については

被災事業体から被災県支部あての応援要請書（別添の手引き様式5）のとおり

計

〇〇県支部 Ｂ市

〇〇県支部 Ｃ市

⑤漏水
調査班

応急給水 応急復旧 ⑦その他
⑧県支部 ⑨事業体名

⑥修繕班
①県支部 ②事業体名 ④給水車

台数

応援県支部 ⇒ 応援事業体

応援先（被災事業体）
要請内容

（被災事業体からの要請数－被災県支部内手配数）
要請先(応援事業体)

要請種別

被災県支部 ⇒ 東北地方支部

地方支部 ⇒ 応援県支部

応　援　要　請　書
（地方支部・各県支部用）

東北地方支部

②地方支部が他の県支部に応援要請する際の記入
例

東北地方支部 応援様式1

令和　〇年　〇月　〇日

応援要請先の

県支部に提出地方支部名を記入

必要に応じて複数の

県支部に配分調整

応援要請先の県支部を入力

被災県支部から提出された

応援要請書【手引き様式5】を添付

地方支部の連絡担当者情報を記入

[地方支部⇒応援県支部]を選択
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R4.3.7修正版

発信元

○

日本水道協会東北地方支部災害時相互応援に関する協定に基づき、以下について応援を要請します。

③加圧

〇〇県支部 Ａ市 ○ 2台 △△県支部

○ 5台 ◇◇県支部

○ 5台 ◆◆県支部

○ 2台 □□県支部 D市

○ 2台 □□県支部 E市

2台 □□県支部 F市

加圧あり 16台
加圧なし 2台
小　計 18台

発信元の連絡先

ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘxxxxxxxxxx@xxxxxxx.xxx.jp FAX

◇◇企業団 ◇◇課 主任
◎◎　◎◎

電　話 ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

衛星電話  -　　　　-
応援

県支部

所属・職・氏名

電子メール

衛星電話 090-5847-0330地方支部
所属・職・氏名

仙台市水道局 総務課 研修係長
◆◆　◆◆

電　話 022-249-2302

FAX 022-249-2006電子メール nissuikyo-touhoku@yacht.ocn.ne.jp

FAX

○○市水道局　○○課　○○係長
◇◇　◇◇

電　話 ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

衛星電話  -　　　　-
被災

県支部

所属・職・氏名

電子メール ｘｘｘ-ｘｘｘ-ｘｘｘｘxxxxxxxxxx@xxxxxxx.xxx.jp

その他備考・参考情報

応援先情報
期間、特記事項、集合場所、経路及び進路状況については

被災事業体から被災県支部あての応援要請書（別添の手引き様式5）のとおり

〇〇県支部

計

Ｂ市

〇〇県支部 Ｃ市

②事業体名①県支部

要請先(応援事業体)

応急給水 応急復旧 ⑦その他
⑧県支部 ⑨事業体名④給水車

台数
⑤漏水
調査班

⑥修繕班

応援県支部 ⇒ 応援事業体

応援先（被災事業体）
要請内容

（被災事業体からの要請数－被災県支部内手配数）

要請種別

被災県支部 ⇒ 地方支部

地方支部 ⇒ 応援県支部

応　援　要　請　書
（地方支部・各県支部用）

□□県支部

③県支部が支部内の事業体に応援要請する際の記入例 東北地方支部 応援様式1

令和　〇年　〇月　〇日

応援要請先の

事業体に提出
（又は県支部独自様式）

必要に応じて複数の

事業体に配分調整

[応援県支部⇒応援事業体]を選択

応援県支部名を記入

応援要請先の事業体名を入力

地方支部から提出された

応援要請書【手引き様式5】を添付

応援県支部の連絡担当者情報を記入

応援県支部から応援事業体への応援要請について

県支部独自の方法及び様式がある場合はそちらを優先してください。

他の県支部への要請に関する情報は

削除しても構いません。
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応急復旧応援班 準備・活動状況
①報告種別 ③報告番号 ④報告日 ⑤報告時間

確認日時 応急復旧応援班 代表者

1 02 東北 02 東北

2 02 東北 02 東北

3 02 東北 02 東北

4 02 東北 02 東北

5 02 東北 02 東北

6 02 東北 02 東北

7 02 東北 02 東北

8 02 東北 02 東北

9 02 東北 02 東北

10 02 東北 02 東北

11 02 東北 02 東北

12 02 東北 02 東北

13 02 東北 02 東北

14 02 東北 02 東北

15 02 東北 02 東北

16 02 東北 02 東北

17 02 東北 02 東北

18 02 東北 02 東北

19 02 東北 02 東北

20 02 東北 02 東北

⑰氏名

東北地方支部 応援様式2

②報告者

番
号

応援先
⑮

活動状況
⑯活動

予定期間
⑳備考⑱連絡先

電話番号
⑲連絡先

メールアドレス
⑥月日

⑦時
刻

⑧地方
支部

⑭都市
⑨都府県
支部等

⑩事業体 ⑪種別
⑫地方
支部

⑬都府県
支部等

1／1

-
3
1
-



応急復旧応援班 準備・活動状況
①報告種別 ③報告番号 ④報告日 ⑤報告時間

7月20日 10:30

確認日時 応急復旧応援班 代表者

1 7/18 18:00 02 東北 青森県 青森県 総括班 02 東北 宮城県 ○○市 活動中
7/18～

未定
〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-01@docomo.ne.jp

2 7/20 9:00 02 東北 青森県 青森県 通水・漏水調査班 02 東北 宮城県 ○○市 出動準備中
7/20～

未定
〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-02@docomo.ne.jp 到着予定：20日15時

3 7/19 18:00 02 東北 秋田県 秋田県 総括班 02 東北 宮城県 ○○市 活動中
7/19～
7/26

〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-03@docomo.ne.jp

4 7/20 10:00 02 東北 秋田県 秋田県 修理班 02 東北 宮城県 ○○市 出動準備中
7/20～
7/26

〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-04@docomo.ne.jp 到着予定：20日10時

5 02 東北 02 東北

6 02 東北 02 東北

7 02 東北 02 東北

8 02 東北 02 東北

9 02 東北 02 東北

10 02 東北 02 東北

11 02 東北 02 東北

12 02 東北 02 東北

13 02 東北 02 東北

14 02 東北 02 東北

15 02 東北 02 東北

16 02 東北 02 東北

17 02 東北 02 東北

18 02 東北 02 東北

19 02 東北 02 東北

20 02 東北 02 東北

⑰氏名

東北地方支部 応援様式2

②報告者

都府県支部長等⇒地方支部長 〇〇県支部 第2報

記入例

番
号

応援先
⑮

活動状況
⑯活動

予定期間
⑳備考⑱連絡先

電話番号
⑲連絡先

メールアドレス
⑥月日

⑦時
刻

⑬都府県
支部等

⑭都市
⑧地方
支部

⑨都府県
支部等

⑩事業体 ⑪種別
⑫地方
支部

「青森県」「秋田県」「岩手県」

「山形県」「宮城県」「福島県」

から選択。

以下から選択。

「出動準備中」：応援元事業体における出動前の準備段階。

「参集移動中」：応援元事業体から応援先への移動中。

「活動中」：応援先で応援活動中。応援先での待機中も含む。

「帰任移動中」：応援先事業体から応援元への移動中。

「活動終了」：応援元事業体への帰任完了。

自由記載も可能。

各車両の代表者の情報を記入。

⑱⑲は応援先で連絡可能な連絡先を記入。
応援先事業体の情報を記入。

応援班の情報を１班１行で記入。

[⑪種別]は「総括班」「通水・漏水調査班」「修理班」「その他」から選択。

「その他」の詳細は[⑳備考]に記入のこと。

「通水・漏水調査班」と「修理班」を明確に区別できない場合は「通水・漏水調査班」を選択。

「応援水道事業体⇒都府県支部長等」

「都府県支部長等⇒地方支部長」

「地方支部長⇒本部」 から選択。

手書きなど入力作業が煩雑な場合は空欄で可。

1班毎に

１行で入力。

1／1

-
3
2
-



 東北地方支部 応援様式３ 

 

  年  月  日 

 

応援活動に関する（報告・通知）書 

 

         さま 

日本水道協会○○支部長 

○ ○ ○ ○ 

 

応援活動について以下のとおり（報告・通知）します。 

 

１．内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．連絡担当者 

連絡担当責任者 

職 氏名： 
 

 電話   -   -      FAX   -   -     

連絡担当責任者補助者 
職 氏名： 

 電話   -   -      FAX   -   -     

そ の 他 連 絡 手 段 
電子ﾒｰﾙ ： 

衛星携帯電話等： 

 

 

（注）会員事業体から県支部長、県支部長から地方支部長への報告に使用するときは、件名を「報告書」に書き換える。 

地方支部長から県支部長、県支部長から会員事業体への通知に使用するときは、件名を「通知書」に書き換える。 
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記入例①   東北地方支部 応援様式３ 

 

令和○年○月○日 

 

応援活動に関する報告書 

 

日本水道協会東北地方支部長 あて 

日本水道協会○○県支部長 

○○ ○○ 

 

応援活動について以下のとおり報告します。 

 

１．内容 

当県支部内の会員事業体より、以下のとおり報告があった（○月○日 ○時○分）。 

・○月○日 ○時○分より、○○市の応急給水班（全○班）のうち△班の応援活動を終了させること

が可能である。 

・○月○日 ○時○分より、□□市の応急給水班（全△班）のうち×班の応援活動を終了させること

が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

２．連絡担当者 

連絡担当責任者 

職 氏名：○○県支部事務局 

◇◇水道局▽▽課◆◆係長 ○○ ○○ 

 

 電話 ***-***-****  FAX ***-***-**** 

連絡担当責任者補助者 

職 氏名：○○県支部事務局 

◇◇水道局▽▽課◆◆係  □□ □□ 

 電話 ***-***-****  FAX ***-***-**** 

そ の 他 連 絡 手 段 
電子ﾒｰﾙ ：xxx.xxxx@xxxx.xxxx.city.jp 

衛星携帯電話等：***-****-**** 

 

 

（注）会員事業体から県支部長、県支部長から地方支部長への報告に使用するときは、件名を「報告書」に書き換える。 

地方支部長から県支部長、県支部長から会員事業体への通知に使用するときは、件名を「通知書」に書き換える。 
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記入例②   東北地方支部 応援様式３ 

 

令和○年○月○日 

 

応援活動に関する通知書 

 

日本水道協会○○県支部長 さま 

日本水道協会東北地方支部長 

仙台市長 ○○ ○○ 

 

応援活動について以下のとおり通知します。 

 

１．内容 

・○○市で活動していた◇◇市の応急給水班（全○班）のうち○班の応援活動を、○月○日 ○時○

分に終了する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．連絡担当者 

連絡担当責任者 

職 氏名：東北地方支部事務局 

仙台市水道局▽▽課◆◆係長 ○○ ○○ 

 

 電話 022-249-2302  FAX 022-249-2006 

連絡担当責任者補助者 

職 氏名：東北地方支部事務局 

仙台市水道局▽▽課◆◆係  □□ □□ 

 電話 022-249-2302  FAX 022-249-2006 

そ の 他 連 絡 手 段 
電子ﾒｰﾙ ：nissuikyo-touhoku@yacht.ocn.ne.jp 

衛星携帯電話等：090-5847-0330 

 

 

（注）会員事業体から県支部長、県支部長から地方支部長への報告に使用するときは、件名を「報告書」に書き換える。 

地方支部長から県支部長、県支部長から会員事業体への通知に使用するときは、件名を「通知書」に書き換える。 
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被害・応援要請情報

報告時間

合計 － － － 0 0 － － 0 0 － － － － － － － － － －

※本様式中【１．基礎情報】～【３．対応状況】は、厚生労働省が所定する報告様式に準じている（令和2年2月27日付け薬生水発0227第2号「自然災害発生時における被害状況の報告様式の改訂について」）。

 　このため、被災水道事業体は、本様式をもって都道府県水道行政担当部に報告することができる。

　 なお、これらの記載方法については、同通知を参照。

－

⑭課題
⑮減水状況

（時間給水等）
⑯断減水
解消日時

⑩現在断水状
況

⑪応急給水 ⑫応急復旧

復旧
戸数

未復旧
戸数

応急給水状況
（給水車対応、飲
料水の配給等）

応援要請
状況

要請先と応援状況

都道
府県

①
確
認
状
況

②確認日時 ③事業者名 ④被害発生地区名 ⑤被害発生状況・原因
⑥最大断水

戸数

⑦家屋等損
壊地域

における
戸数

⑬復旧見込み
応急復旧状況

（系統変更、復旧工事等）

応援要
請

状況
要請先と応援状況

３．対応状況

⑧断水
発生日時

⑨今後の断水の発
生・拡大見込み

１．基礎情報 ２．被害情報

地震等緊急時対応の手引き 様式2

報告種別 報告者 報告番号 報告日

1／2

-
3
6
-



被害・応援要請情報

合計 － －

都道
府県

①
確
認
状
況

②確認日時 ③事業者名

１．基礎情報

報告種別

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計
うち
加圧

計
うち
加圧

合計
台数

うち
要加圧
台数

都府県支部長
記入欄

地方支部長
記入欄

救援本部
記入欄

合計

計
うち
加圧

計
うち
加圧

⑰給水車
応援要請

応援可能台数

【新規・追加応援（日水協）】

地震等緊急時対応の手引き 様式2

2／2

-
3
7
-



被害・応援要請情報

報告時間

9:00

宮城県 ○ 7月15日 15:00 ○○市 △△区▲▲ 2,000 7月9日 9:00

7/7：〇〇配水池の
水位低下により、7/9
より断水の可能性あ
り。
7/10：△△配水池の
水位低下により、
7/11より断水区域拡
大の見込み。

500 1,500
7/7～：応急給水
中。

要請済み

7/12　9：00時点　合計8台
直営3台
日水協3台（石巻地方広域水道企業団3
台）
対向支援2台（東京都1台、札幌市1台）
7/14　9：00時点　合計15台
直営3台
日水協5台（石巻地方広域水道企業団3
台、塩竃市1台、多賀城市1台）
対向支援2台（東京都1台、札幌市1台）
自衛隊5台

7/10：現地調査。本復旧ま
で1ヶ月以上の期間が見込
まれるため、仮復旧方法の
検討を開始。
7/14：仮復旧に向け作業
中。
7/15：仮復旧完了、断水解
消。

不要
7/15までに仮設管による
仮復旧予定
8月中旬頃本復旧予定

・7/10：仮設管の調達→
7/11調達済
・7/10：土砂崩れにより現場
到達不可→7/12自衛隊に
より道路復旧完了

宮城県 ○ 7月11日 16:00 ◇◇市 ▽▽区◆◆ 1,000 7月9日 15:00

7/7：同浄水場の一
部給水区域において
7/8より断水の可能
性あり。

1,000 0

7/9～：応急給水
実施。
7/11：応急給水終
了。

要請済み

7/8：直営2台 日水協4台
7/9～10：直営2台 日水協4台 その他2台
7/11：直営2台
内訳は別添を参照

7/7：系統切替の検討中。
7/8：■■浄水系からの加給
に伴う系統切替実施。
7/9：選管・配水池充水。
7/11：断水解消。

不要
7/8:水系切替により7/11
までに断水解消の見込
み。

7月11日 10:00

合計 － － － 3,000 0 － － 1,500 1,500 － － － － － － － － － －

※本様式中【１．基礎情報】～【３．対応状況】は、厚生労働省が所定する報告様式に準じている（令和2年2月27日付け薬生水発0227第2号「自然災害発生時における被害状況の報告様式の改訂について」）。

 　このため、被災水道事業体は、本様式をもって都道府県水道行政担当部に報告することができる。

　 なお、これらの記載方法については、同通知を参照。

水源水質悪化による□□浄水
場の処理水量低下

３．対応状況

地震等緊急時対応の手引き 様式2

報告種別 報告者 報告番号 報告日

都府県支部長等⇒地方支部長 仙台　太郎 第8報 7月16日

１．基礎情報 ２．被害情報

都道
府県

①
確
認
状
況

②確認日時 ③事業者名 ④被害発生地区名 ⑤被害発生状況・原因
⑥最大断水

戸数

⑩現在断水状
況

⑪応急給水 ⑫応急復旧

復旧
戸数

未復旧
戸数

応急給水状況
（給水車対応、飲
料水の配給等）

応援要請
状況

応援要
請

状況
要請先と応援状況

⑬復旧見込み ⑭課題
⑮減水状況

（時間給水等）
⑯断減水
解消日時

道路崩壊による送水管破損

要請先と応援状況
応急復旧状況

（系統変更、復旧工事等）

－

記入例

⑦家屋等損
壊地域

における
戸数

⑧断水
発生日時

⑨今後の断水の発
生・拡大見込み

復旧戸数：断水発生後に復旧した戸数の累積

未復旧戸数：確認時点での断水戸数 ＝⑥最大断水戸数－復旧戸数

応急給水の経過、対応状況等を記載。

被害事業体のみで対応可能＝[不要]

被災事業体内で応援要請の内容・必要性を検討中＝[検討中]

県支部・友好都市等と調整中＝[検討中]

県支部・友好都市等へ応援要請済み（未活動）＝[要請済み]

応援隊が活動中＝[要請済み] など。

要請先毎の活動台数及び合計を記載。

※被災事業体のみで対応している場合も、活動台数を記載。

※自衛隊や友好都市等の日水協スキーム以外の活動も記載。

※記載内容が煩雑となる場合は別添（自由様式）の添付でも可。

応急給水と同様 課題が発生した場合は、

把握日、内容、結果、

解消日等を記入。
確認時点での

復旧見込みを記入。断水戸数の最大値を記載。

⑦家屋等損壊地域の戸数は含めない。

被害発生状況・原因により地区や系統毎に切り分けて記入できる場合には、

状況・原因毎に別々の行に記入。

※前回報までの記述事項のうち重要なものは欄内で日付を付けて残す。

※前回報からの追記・変更点は赤字でマーキング。

被害発生地区名

を記入。

最初の断水が発生した日時、

今後の動向・見込みを記載。

都府県支部使用欄。

確認済み＝[○]

未確認（連絡不通）＝[×]

被災事業者名

を記入。

事業者に状況を確認した

最新の日時を記入。

災害時の情報共有は正確性だけでなくスピード感も重要となります（とくに初動）。

本様式による報告は、すべての項目を埋めることが必須ではありません。

その時点で把握している情報を記載の上、報告をお願いいたします。

発生している被害内容や

原因について説明を記入。

家屋等損壊地域に

含まれる戸数を記入。

断減水が解消した

日時を記入。

1／2

-
3
8
-



被害・応援要請情報

宮城県 ○ 7月15日 15:00 ○○市

宮城県 ○ 7月11日 16:00 ◇◇市

合計 － －

報告種別

都府県支部長等⇒地方支部長

１．基礎情報

都道
府県

①
確
認
状
況

②確認日時 ③事業者名

都府県支部使用欄。

確認済み＝[○]

未確認（連絡不通）＝[×]

被災事業者名

を記入。

事業者に状況を確認した

最新の日時を記入。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地震等緊急時対応の手引き 様式2

【新規・追加応援（日水協）】

応援可能台数

合計
合計
台数

うち
要加圧
台数

⑰給水車
応援要請

計
うち
加圧

計
うち
加圧

計
うち
加圧

計
うち
加圧

都府県支部長
記入欄

地方支部長
記入欄

救援本部
記入欄

東北地方支部では手引き様式6で給水車の

情報を管理することとし、この欄は使用しない。

被災事業体において新たに必要になる

給水車（要請済みを除く）の台数を記入する欄。

東北地方支部においては、応援要請台数の整理は

手引き様式5及び応援様式1で行うこととし、

この欄は使用しない。

2／2

-
3
9
-



年 月 日

各　位

　　　　　水道局

課 TEL ー ー

応援期間 令和 年 月 日 　～　当面の間

業務内容 応援受入体制の確立に係る各種調整支援

人員 名

ー ー

ー ー

備考

現地調整隊の決定について

令和

地震等緊急時対応の手引き 様式4

応援水道事業体
及び

連絡先

支部

電話番号

携帯

役職・氏名

連絡方法
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◎ 年 ○ 月 ● 日

各　位

〇〇市水道局

課 TEL ー ー

応援期間 令和 年 月 日 　～　当面の間

業務内容 応援受入体制の確立に係る各種調整支援

人員 名

ー ー

ー ー

備考

****
連絡方法

電話番号 *** *** ****

携帯 *** ****

役職・氏名

◎ 〇 ●

3

xx課ｘｘ係 係長 水道 次郎

xx課ｘｘ係 主任 水道 三郎

xx課ｘｘ係 技師 水道 四郎

地震等緊急時対応の手引き 様式4

令和

現地調整隊の決定について

〇〇〇〇〇 支部

応援水道事業体
及び

連絡先 〇〇 *** *** ***
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第 報

発信元

災害発生年月日 令和 年 月 日 時

災 害 状 況

期 間
（ 月 日～ 月 日）

～ ～ ～

集 合 場 所

経 路 及 び
進 路 状 況

備 考

特　記　事　項

（うち加圧 台）

給水車 台 応急復旧班 班

要　　請　　内　　容

応急給水 応急復旧 その他

発信者

分

応　援　要　請　書

地震等緊急時対応の手引き 様式5

年   月   日    時    分
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第 報

発信元

災害発生年月日 令和 ◎ 年 7 月 1 日 8 時

災 害 状 況

期 間
（ 月 日～ 月 日）

～ ～ ～

集 合 場 所

経 路 及 び
進 路 状 況

備 考

特　記　事　項

物資（給水袋）、資機材、車両等を記入
※１　給水車の要請に当たっては、車両の大きさ（制限があれば）・仮設水槽・給水袋等必要
な情報を記載
※２　技術系職員の要請に当たっては、応援希望職種（土木職、設備職、化学職等）等を必
要な情報を記載

集合場所は、応援派遣決定後、応援部隊ごとに決定します。

県道◯号線進入規制あり（緊急通行車両標章が必要）

応援決定の連絡は、防災担当（危機管理統括担当）　ｘｘまでお願いします。
電話　***-***-****　　ＦＡＸ　***-***-****
Ｅメール；　aaaaa@aaaa.aaa.city.jp

30 分

●●を震源とする地震発生。市内広域断水発生。

要　　請　　内　　容

応急給水 応急復旧 その他

給水車 10 台 応急復旧班 班

7月2日 7月5日

（うち加圧 2 台）

地震等緊急時対応の手引き 様式5

○市 1

応　援　要　請　書

△△県 〇市水道局 発信者 xx課 ｘｘ ｘｘ

記入例

令和◎年7月1日 □時■分
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給水車準備・活動状況
①報告種別 ②報告者 ③報告番号 ④報告日 ⑤報告時間

確認日時 給水車 搭乗者（代表）
車両情報

参考情報（省略可）

⑭
最大
揚程

⑮
吐出量

⑯
注水口
形式

1 02 東北 02 東北

2 02 東北 02 東北

3 02 東北 02 東北

4 02 東北 02 東北

5 02 東北 02 東北

6 02 東北 02 東北

7 02 東北 02 東北

8 02 東北 02 東北

9 02 東北 02 東北

10 02 東北 02 東北

11 02 東北 02 東北

12 02 東北 02 東北

13 02 東北 02 東北

14 02 東北 02 東北

15 02 東北 02 東北

16 02 東北 02 東北

17 02 東北 02 東北

18 02 東北 02 東北

19 02 東北 02 東北

20 02 東北 02 東北

【東北地方支部におけるカスタマイズ】
入力欄に①～㉖の付番をした。　　　　入力欄を色分けした。（選択入力：薄緑，自動入力：水色，数式を消したセル；クリーム色）　　　　⑨：東北６県から選択可能とした。
⑩～⑪：自走式ローリー型給水車のデータベース(調査票-2)から選択可能とした。[調査票2]シートは削除しないこと。直接入力も可。可搬式給水タンクの場合は直接入力のこと。
⑫～⑯：自走式ローリー型給水車のデータベースから自動表示とした。データベースにない給水車や可搬式給水タンク，自動表示に誤りがある場合は数式を消して直接入力のこと。

応援先

㉖
備考

⑰
地方
支部

⑱
都府県
支部等

⑲
都市

㉒
事業体名

㉓
氏名

㉔
連絡先

電話番号

㉕
連絡先

メールアドレス

⑳
活動状況

㉑
活動

予定期間

都府県支部長等⇒地方支部長

⑥
月日

番
号

⑦
時刻

⑧
地方
支部

⑨
都府県
支部等

⑩
所有

事業体

⑪
車両

登録番号

⑫
ﾀﾝｸ
容量

⑬
加圧

地震等緊急時対応の手引き 様式6
【東北地方支部給水車データベース連動版】

1／1

-
4
4
-



給水車準備・活動状況
①報告種別 ②報告者 ③報告番号 ④報告日 ⑤報告時間

7月20日 10:30

確認日時 給水車 搭乗者（代表）
車両情報

参考情報（省略可）

⑭
最大
揚程

⑮
吐出量

⑯
注水口
形式

1 7/18 18:00 02 東北 青森県
青森800
す4055

3.0㎥ 有 3m 25㎥/h 町野オス(65) 02 東北 宮城県 ○○市 活動中
7/18～

未定
青森市企業局

水道部
〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-01@docomo.ne.jp

2 7/20 9:00 02 東北 青森県 4229 2.0㎥ 有 2m 20㎥/h 町野オス(65) 02 東北 宮城県 ○○市 出動準備中
7/20～

未定
八戸圏域水道

企業団
〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-02@docomo.ne.jp 到着予定：20日15時

3 7/19 18:00 02 東北 秋田県 692 2.0㎥ 有 2m 25㎥/h 町野オス(65) 02 東北 宮城県 ○○市 活動中
7/19～
7/26

秋田市上下水
道局

〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-03@docomo.ne.jp

4 7/20 10:00 02 東北 秋田県
秋田800
す2038

3.0㎥ 有 3m 25㎥/h 町野ｵｽ(65) 02 東北 宮城県 ○○市 出動準備中
7/20～
7/26

由利本荘市 〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-04@docomo.ne.jp 到着予定：20日10時

5 02 東北 02 東北

6 02 東北 02 東北

7 02 東北 02 東北

8 02 東北 02 東北

9 02 東北 02 東北

10 02 東北 02 東北

11 02 東北 02 東北

12 02 東北 02 東北

13 02 東北 02 東北

14 02 東北 02 東北

15 02 東北 02 東北

16 02 東北 02 東北

17 02 東北 02 東北

18 02 東北 02 東北

19 02 東北 02 東北

20 02 東北 02 東北

【東北地方支部におけるカスタマイズ】
入力欄に①～㉖の付番をした。　　　　入力欄を色分けした。（選択入力：薄緑，自動入力：水色，数式を消したセル；クリーム色）　　　　⑨：東北６県から選択可能とした。
⑩～⑪：自走式ローリー型給水車のデータベース(調査様式2)から選択可能とした。[調査様式2]シートは削除しないこと。直接入力も可。可搬式給水タンクの場合は直接入力のこと。
⑫～⑯：自走式ローリー型給水車のデータベースから自動表示とした。データベースにない給水車や可搬式給水タンク，自動表示に誤りがある場合は数式を消して直接入力のこと。

⑲
都市

㉒
事業体名

㉓
氏名

㉔
連絡先

電話番号

青森市企業局水
道部

八戸圏域水道企
業団

秋田市上下水道
局

由利本荘市

地震等緊急時対応の手引き 様式6
【東北地方支部給水車データベース連動版】

都府県支部長等⇒地方支部長 ○○県支部 第2報

記入例

番
号

応援先

⑳
活動状況

㉑
活動

予定期間

㉖
備考

㉕
連絡先

メールアドレス

⑥
月日

⑦
時刻

⑧
地方
支部

⑨
都府県
支部等

⑩
所有

事業体

⑰
地方
支部

⑪
車両

登録番号

⑫
ﾀﾝｸ
容量

⑬
加圧

⑱
都府県
支部等

以下から選択。

「出動準備中」：応援元事業体における出動前の準備段階。

「参集移動中」：応援元事業体から応援先への移動中。

「活動中」：応援先で応援活動中。応援先での待機中も含む。

「帰任移動中」：応援先事業体から応援元への移動中。

「活動終了」：応援元事業体への帰任完了。

自由記載も可能。

「青森県」「秋田県」「岩手県」

「山形県」「宮城県」「福島県」

から選択。

[⑨都府県支部等]を入力すると、

給水車DB（調査票2）に登録されている

その県支部内の事業体から

選択可能になります。

[⑪車両登録番号]を入力すると、

給水車DB（調査様式2）に登録されている内容が自動入力されます。

[⑬加圧]は[⑭最大揚程]が数値の時に[有]になります。

可搬式給水タンクや給水車DBにない車両の場合のほか、

自動入力の内容に誤りがある場合は、数式を消して直接入力してください。

各車両の代表者の情報を記入。

㉔㉕は応援先で連絡可能な連絡先を記入。

[⑩所有事業体]を入力すると、

給水車DB（調査様式2）に登録されている

その事業体内の自走式給水車から

選択可能になります。

可搬式給水タンクや給水車DBにない車両

の場合は直接入力してください。

応援先事業体の情報を記入。

「応援水道事業体⇒都府県支部長等」

「都府県支部長等⇒地方支部長」

「地方支部長⇒本部」 から選択。

給水車１台毎

に１行で入力。

手引き様式6には「給水車データベース連動版」と「手入力用」があり、

この様式は「給水車データベース連動版」になります。

通常はこの様式を使用し、「手入力用」はこの様式が使用できないときに使用してください。

1／1

-
4
5
-



給水車準備・活動状況
①報告種別 ②報告者 ③報告番号 ④報告日 ⑤報告時間

確認日時 給水車 搭乗者（代表）
車両情報

参考情報（省略可）
⑭

最大
揚程

⑮
吐出量

⑯
注水口
形式

1 02 東北 02 東北

2 02 東北 02 東北

3 02 東北 02 東北

4 02 東北 02 東北

5 02 東北 02 東北

6 02 東北 02 東北

7 02 東北 02 東北

8 02 東北 02 東北

9 02 東北 02 東北

10 02 東北 02 東北

11 02 東北 02 東北

12 02 東北 02 東北

13 02 東北 02 東北

14 02 東北 02 東北

15 02 東北 02 東北

16 02 東北 02 東北

17 02 東北 02 東北

18 02 東北 02 東北

19 02 東北 02 東北

20 02 東北 02 東北

【東北地方支部におけるカスタマイズ】
入力欄に①～㉖の付番をした。　　　　入力欄を色分けした。（選択入力：薄緑）　　　　⑨：東北６県から選択可能とした。

地震等緊急時対応の手引き 様式6
【手入力用】

応援先

㉖
備考

⑰
地方
支部

⑱
都府県
支部等

⑲
都市

㉒
事業体名

㉓
氏名

㉔
連絡先

電話番号

㉕
連絡先

メールアドレス

⑳
活動状況

㉑
活動

予定期間
⑥

月日

番
号

⑦
時刻

⑧
地方
支部

⑨
都府県
支部等

⑩
所有

事業体

⑪
車両

登録番号

⑫
ﾀﾝｸ
容量

⑬
加圧

1／1

-
4
6
-



給水車準備・活動状況
①報告種別 ②報告者 ③報告番号 ④報告日 ⑤報告時間

7月20日 10:30

確認日時 給水車 搭乗者（代表）
車両情報

参考情報（省略可）
⑭

最大
揚程

⑮
吐出量

⑯
注水口
形式

1 7/18 18:00 02 東北 青森県
青森800す

4055
3.0㎥ 有 3m 25㎥/h 町野オス(65) 02 東北 宮城県 ○○市 活動中

7/18～
未定

青森市企業局
水道部

〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-01@docomo.ne.jp

2 7/20 9:00 02 東北 青森県 4229 2.0㎥ 有 2m 20㎥/h 町野オス(65) 02 東北 宮城県 ○○市 出動準備中
7/20～

未定
八戸圏域水道

企業団
〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-02@docomo.ne.jp 到着予定：20日15時

3 7/19 18:00 02 東北 秋田県 692 2.0㎥ 有 2m 25㎥/h 町野オス(65) 02 東北 宮城県 ○○市 活動中
7/19～
7/26

秋田市上下水
道局

〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-03@docomo.ne.jp

4 7/20 10:00 02 東北 秋田県
秋田800す

2038
3.0㎥ 有 3m 25㎥/h 町野ｵｽ(65) 02 東北 宮城県 ○○市 出動準備中

7/20～
7/26

由利本荘市 〇〇 〇〇 090-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ bcd-04@docomo.ne.jp 到着予定：20日10時

5 02 東北 02 東北

6 02 東北 02 東北

7 02 東北 02 東北

8 02 東北 02 東北

9 02 東北 02 東北

10 02 東北 02 東北

11 02 東北 02 東北

12 02 東北 02 東北

13 02 東北 02 東北

14 02 東北 02 東北

15 02 東北 02 東北

16 02 東北 02 東北

17 02 東北 02 東北

18 02 東北 02 東北

19 02 東北 02 東北

20 02 東北 02 東北

【東北地方支部におけるカスタマイズ】
入力欄に①～㉖の付番をした。　　　　入力欄を色分けした。（選択入力：薄緑）　　　　⑨：東北６県から選択可能とした。

⑦
時刻

⑧
地方
支部

⑨
都府県
支部等

⑩
所有

事業体

⑰
地方
支部

⑪
車両

登録番号

⑫
ﾀﾝｸ
容量

⑬
加圧

㉒
事業体名

㉓
氏名

㉔
連絡先

電話番号

八戸圏域水道企
業団

地震等緊急時対応の手引き 様式6
【手入力用】

都府県支部長等⇒地方支部長 ○○県支部 第2報

番
号

応援先

⑳
活動状況

㉑
活動

予定期間

㉖
備考

㉕
連絡先

メールアドレス

⑥
月日

由利本荘市

⑲
都市

⑱
都府県
支部等

記入例

青森市企業局水
道部

秋田市上下水道
局

以下から選択。

「出動準備中」：応援元事業体における出動前の準備段階。

「参集移動中」：応援元事業体から応援先への移動中。

「活動中」：応援先で応援活動中。応援先での待機中も含む。

「帰任移動中」：応援先事業体から応援元への移動中。

「活動終了」：応援元事業体への帰任完了。

自由記載も可能。

給水車の

所属事業体名を記入

タンク容量及び加圧ポンプの有無を記入。

参考情報は可能な範囲で記入（省略可）。

各車両の代表者の情報を記入。

㉔㉕は応援先で連絡可能な連絡先を記入。

給水車の車両番号を記入。

下4桁のみでも可。

応援先事業体の情報を記入。

「応援水道事業体⇒都府県支部長等」

「都府県支部長等⇒地方支部長」

「地方支部長⇒本部」 から選択。

手書きの場合など入力作業が煩雑な場合は空欄で可。

給水車１台毎

に１行で入力。 「青森県」「秋田県」「岩手県」

「山形県」「宮城県」「福島県」

から選択。

手引き様式6には「給水車データベース連動版」と「手入力用」があり、

この様式は「手入力用」になります。

この様式は「給水車データベース連動版」が使用できないときに使用してください。

1／1

-
4
7
-



現在

駐車場

最寄りの
高速道路ＩＣ

高速道路等ＩＣ
からの距離

２t給水車
駐車可能

台数

休憩場所
の広さ(㎡)

部屋の床
の材質

非常用電源
設備の有無

風呂・
シャワー
の有無

寝具類
の有無

備　考
会員担当者

（所属・氏名・電話番号）
中継地対応者

（所属・氏名・電話番号）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

地震等緊急時対応の手引き 様式7

連　絡　先

中　継　水　道　事　業　体　使　用　可　能　施　設　報　告　書

使用
可・不可

会員名 施　設　名 住　　　　所

アクセス 施　　設　　概　　要

都府県等支部名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　月　日　　：　　

-
4
8
-



現在

駐車場

最寄りの
高速道路ＩＣ

高速道路等ＩＣ
からの距離

２t給水車
駐車可能

台数

休憩場所
の広さ(㎡)

部屋の床
の材質

非常用電源
設備の有無

風呂・
シャワー
の有無

寝具類
の有無

備　考
会員担当者

（所属・氏名・電話番号）
中継地対応者

（所属・氏名・電話番号）

1 A市 A市水道局●●庁舎 A市●●区XXXX＊-＊-＊
東北道

＊＊IC（上下と
も）

5.5km 55台 347㎡ 繊維床 有
有

（風呂・シャ
ワー）

有
受入可能人数

110人

A市水度局XX課XX係
〇〇　〇〇
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

A市水度局XX課XX係
〇〇　〇〇
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

2 A市 A市水道局△△庁舎 A市△▼区XXXX＊-＊-＊
東北道

＊＊IC（上下と
も）

1.2km 50台 254㎡   繊維床畳Pタイル 有
有

（風呂・シャ
ワー）

有

受入可能人数　83
人

・休憩場所は第二
本館

・日中の駐車につ
いては、大型車両
通行等により、車

両の移動が必要な
場合がある。

A市水度局XX課XX係
〇〇　〇〇
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

A市水度局XX課XX係
〇●　〇●
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

3 A市 ▽▽浄水場 A市▽▼区XXXX＊-＊-＊
東北道

＊＊IC（上下と
も）

11km 80台 480㎡  繊維床畳 有
有

（風呂・シャ
ワー）

有
受入可能人数

160人

A市水度局XX課XX係
〇〇　〇〇
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

A市水度局XX課XX係
●●　●●
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

4 B市 B市水道局□□庁舎 B市□□区XXXX＊-＊-＊
東北道

＊＊IC（上り）
＊＊IC（下り）

4.3km 70台 424㎡ 繊維床 有
有

（風呂・シャ
ワー）

有

・受入可能人数
141人

・休憩場所は第一
高度棟

・日中の駐車につ
いては、大型車両
通行等により、車

両の移動が必要な
場合がある。

B市水度局XX課XX係
□□　□□
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

B市水度局XX課XX係
□□　□□
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

5 B市 ■■浄水場 B市■■＊-＊-＊
東北道

＊＊IC（上下と
も）

1.5ｋｍ 50台 311㎡ Pタイル 有
有

（風呂・シャ
ワー）

有

受入可能人数
102人

・休憩場所は本館
・日中の駐車につ
いては、大型車両
通行等により、車

両の移動が必要な
場合がある。

B市水度局XX課XX係
□□　□□
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

B市水度局XX課XX係
□■　□■
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

6 C市 ◇◇浄水場 C市◇◇＊-＊-＊
常磐道

＊＊IC（上下と
も）

3.1km 25台 144㎡ Pタイル 有
有

（風呂・シャ
ワー）

有

受入可能人数　47
人

・休憩場所は本館
・日中の駐車につ
いては、大型車両
通行等により、車

両の移動が必要な
場合がある。

C市水度局XX課XX係
◇◇　◇◇
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

C市水度局XX課XX係
◆◆　◆◆
＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中　継　水　道　事　業　体　使　用　可　能　施　設　報　告　書
都府県等支部名：○○県支部

使用
可・不可

会員名 施　設　名 住　　　　所

アクセス 施　　設　　概　　要 連　絡　先

令和2年7月31日 10:00

記入例 地震等緊急時対応の手引き 様式7

-
4
9
-



　　次のとおり決定したので、ご連絡いたします。

【連絡先】

【支援概要】

【備考】

支援先被災
事業体名

地震等緊急時対応の手引き 様式8

支部長 第 報 年　　月　　日　　　時　　分

支援拠点水道事業体の(設置・変更)について

　　各　位

支援拠点
事業体名

調整担当

Ｅ-Ｍａｉｌ

電
話
番
号

日中：

夜間：

ＦＡＸ番号

給水車への給水基地の提供
施設名
所　在

電話番号
FAX番号
備　考

宿泊場所確保の補助

物資（　　　　　　　　）の調達

情報連絡の補助
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　　次のとおり決定したので、ご連絡いたします。

【連絡先】

【支援概要】

【備考】

記入例

〇 物資（▽▽▽▽、◆◆◆◆）の調達

× 情報連絡の補助

夜間： ***-****-****

支援拠点水道事業体の(設置・変更)について

　　各　位

支援拠点
事業体名 △△市水道局

支援先被災
事業体名

◇◇市水道局、◆◆水道局、▽▽水道局
上記のほか、令和●年●月●日に発生した地震による被災事業体を含む

地震等緊急時対応の手引き 様式8

◎◎県支部長

◆◇浄水場

令和●年●月●日　●時●分

ＦＡＸ番号 ***-***-****

〇 給水車への給水基地の提供

〇 宿泊場所確保の補助

調整担当 △△市水道局　◆◇課　☆★　係　□□ □□

Ｅ-Ｍａｉｌ xxx.xxx@xxxx.xxx.city.jp

電
話
番
号

日中： ***-***-****

第 1 報

備　考
FAX番号
電話番号

所　在
施設名 ▲△浄水場

△△市□□町◆◆
**-*

***-***-****
***-***-****

▽▲浄水場
△△市◆□町△▽△
**-*

△△市▼◇町**-*

***-***-**** ***-***-****
***-***-**** ***-***-****

支援拠点水道事業体の決定者を記載。決定

者は被災県支部長を基本とし、他の県支部の

事業体を支援拠点とする場合は地方支部長、

他の地方支部の事業体を支援拠点とする場

合は日本水道協会救援本部となる。

この様式は、一つの支援拠点水道事業体毎に１枚

作成する。

複数の支援拠点水道事業体が設置される場合は、

一覧表（自由様式）を別途作成し、この様式に

添付する。

給水基地が4箇所以上になるときは

一覧表（自由様式）を添付する。

支援先事業体が多数に及ぶ場合など、

具体名の記載が難しい場合は、

「令和●年●月●日に発生した地震

による被災事業体」等と記載する。
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【組織】
［水道給水対策本部長］ ［統括指揮担当］

・水道給水対策本部の活動における意思決定 Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

［応急給水指揮担当］

Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

［応急復旧指揮担当］

Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

［総務担当］

Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

【備考】

・その他応援活動を支援するために必要な活動

・応急復旧活動に必要な資機材等の調達

・住民等への広報業務

・応援水道事業体の宿舎等の手配に関する補助

・応援車両の駐車場所の確保や諸手続き等に関する補助

・日本水道協会救援本部との連絡調整

・一般行政部局の災害対策本部との窓口調整

・被害状況の把握と応援要請内容の確認

・各関係機関による応援活動の全体調整

・応急給水計画の作成

・自衛隊及び民間団体等との連絡調整

・応急給水活動に必要な情報の収集と伝達

・応急給水隊の指揮命令

・応急給水隊の設置

・応急復旧計画の作成

・応急復旧隊の設置

・応急復旧隊の指揮命令

・ボランティアグループ等への連絡調整に関する補助

・応急復旧活動に必要な情報の収集と伝達

・関係団体(水団連・全管連等)との連絡調整

・断水、通水状況及び応急給水活動状況等に関する
情報の集約と応援要請の確認

・基幹施設の被害状況及び応急復旧活動状況等に関
する情報の収集と応援要請の確認

手引き様式 9

第 報

水道給水対策本部の(設置・変更)について

下記のとおり、水道給水対策本部を （設置・変更） しましたのでお知らせします。

設置日時：

設置場所：

　　　　　　　　　　　　　　水道給水対策本部

令和 年

年　　月　　日

月 日 時 分

名　　　称：

・応急給水活動に必要な資機材等の調達
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【組織】
［水道給水対策本部長］ ［統括指揮担当］

・水道給水対策本部の活動における意思決定 Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：総務課　○○・○○

［応急給水指揮担当］

Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

［応急復旧指揮担当］

Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

［総務担当］

Tel：

maiｌ：

Fax:

担当：

【備考】

水道給水対策本部の(設置・変更)について

下記のとおり、水道給水対策本部を （設置・変更） しましたのでお知らせします。

名　　　称： ○○地震●●市水道給水対策本部

手引き様式 9

○○市 第 1 報

分設置日時： 令和 〇 年 〇 月 〇 日 〇 時 〇

設置場所： ○○県○○市○○1-1-1　○○市庁舎○階　水道局内

・日本水道協会救援本部との連絡調整

・一般行政部局の災害対策本部との窓口調整
水道事業管理者

・断水、通水状況及び応急給水活動状況等に関する
情報の集約と応援要請の確認

・応急給水計画の作成

**-****-**** ・応急給水隊の設置

**-****-**** ・被害状況の把握と応援要請内容の確認

soumu@***.**.jp ・各関係機関による応援活動の全体調整

**-****-**** ・関係団体(水団連・全管連等)との連絡調整

****@***.**.jp ・応急給水隊の指揮命令

**-****-**** ・応急給水活動に必要な情報の収集と伝達

給水課　○○・○○ ・自衛隊及び民間団体等との連絡調整

・応急復旧活動に必要な資機材等の調達

・住民等への広報業務

・応援水道事業体の宿舎等の手配に関する補助

**-****-**** ・応援車両の駐車場所の確保や諸手続き等に関する補助

****@***.**.jp ・ボランティアグループ等への連絡調整に関する補助

**-****-**** ・その他応援活動を支援するために必要な活動

総務課　○○・○○

記入例

令和〇年〇月〇日

総務係長

工務部長

総務課長

総務部長

****@***.**.jp ・応急復旧隊の設置

**-****-**** ・応急復旧隊の指揮命令

工事課　○○・○○ ・応急復旧活動に必要な情報の収集と伝達

・応急給水活動に必要な資機材等の調達

・基幹施設の被害状況及び応急復旧活動状況等に関
する情報の収集と応援要請の確認

**-****-**** ・応急復旧計画の作成
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 12  

 

応急給水応援体制報告書 

作 成 日    年  月  日  派遣期間 月  日( ) ～ 月  日( ) 

 

記入上の 

留意事項 

・応援班到着時、応援班構成変更時に作成し、 

現地の水道給水対策本部に提出 

 

○応援班連絡先 

事業体名  応急給水班数 班 

責任者 
氏   名：  

連絡先電話： 

 

車両総数 台 

事務担当者 氏   名：    

給水要員 氏   名：    

給水要員 氏   名：    

給水要員 氏   名：    

 氏   名：    

 

○応援班構成 

 

人 員 

 

給水用具 
車両台数 

（タンク容量） 
備 考 

 

 

人 

   

 

 

人 

   

 

 

人 

   

 

 

人 

   

合 計 

 

人 

   

 

（応援水道事業体用） 
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記入例 地震等緊急時対応の手引き 様式 12  

 

応急給水応援体制報告書 

作 成 日 令和●年◎月〇日 派遣期間 ◎月〇日(◇) ～◎月△日(◆) 

 

記入上の 

留意事項 

・応援班到着時、応援班構成変更時に作成し、 

現地の水道給水対策本部に提出 

 

○応援班連絡先 

事業体名 ○○市水道局 応急給水班数 1 班 

責任者 
氏   名：水道 太郎 

連絡先電話：090－****―**** 

 

車両総数 2 台 

事務担当者 氏   名：水道 次郎  
(給水車-1 台) 

(連絡車-1 台) 

給水要員 氏   名：水道 三郎   

給水要員 氏   名：水道 四郎   

給水要員 氏   名：水道 五郎   

 氏   名：    

 

○応援班構成 

 

人 員 

 

給水用具 
車両台数 

（タンク容量） 
備 考 

 

5 

人 

  (内 1 名は連絡要員) 

 

 

人 

給水車（加圧式） 4 ㎥ 1 台  

 

 

人 

可搬ポリパック等 6.0ℓ 200 袋 背負い式 

 

 

人 

仮設給水用具等 2 台 
仮設水槽（キャンバス） 

仮設給水栓 

合 計 

5 

人 

   

 

（応援水道事業体用） 
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 13(表)  

（表） 

整理番号   －  －   

応急給水作業指示書 

 

作 成 日    年  月  日  備 考  

 

記入上の 

留意事項 

・給水車ごとに作成 

・作業開始前にコピーを水道給水対策本部に提出 

●印箇所：水道給水対策本部が記入 

○印箇所：応急給水班が記入 

 

●作業指示内容 

事業体名  

給水車  号車   タンク容量   ㎥   加圧   有・無 

給水拠点  

給水基地  

特記事項  

●作業指示者（          水道給水本部） 

事業体名  

担当者 
氏   名：  

連絡先電話： 

○現地応急給水隊（応急給水班） 

事業体名  作業員数 人 

連絡責任者 
氏   名：       

連絡先電話： 
車両ナンバー  

 

（被災水道事業体用） 
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 13(裏)  

（裏） 

整理番号   －  －   

応急給水作業報告書 

作 成 日    年  月  日  備 考  

 

記入上の 

留意事項 

・時系列順に作業内容を記入 

・作業終了後、水道給水対策本部に提出 

 

○作業内容   開始時間        終了時間  

給水時間又は注水時間 
給水拠点又は 

給水基地 
注水量 給水量 備 考 

1 ：  ～  ：  m3 m3  

2 ：  ～  ：  m3 m3  

3 ：  ～  ：  m3 m3  

4 ：  ～  ：  m3 m3  

5 ：  ～  ：  m3 m3  

6 ：  ～  ：  m3 m3  

7 ：  ～  ：  m3 m3  

8 ：  ～  ：  m3 m3  

9 ：  ～  ：  m3 m3  

10 ：  ～  ：  m3 m3  

11 ：  ～  ：  m3 m3  

12 ：  ～  ：  m3 m3  

13 ：  ～  ：  m3 m3  

14 ：  ～  ：  m3 m3  

作業時間合計  時間     分  

給水量合計      ㎥  

注水量合計      ㎥  

特記事項 

（給水場所の様子等を記入） 

 

 

（応援水道事業体用） 
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記入例 地震等緊急時対応の手引き 様式 13(表)  

（表） 

整理番号 ◇◇－◇◇－◇◇ 

応急給水作業指示書 

 

作 成 日 令和〇年〇月〇日 備 考  

 

記入上の 

留意事項 

・給水車ごとに作成 

・作業開始前にコピーを水道給水対策本部に提出 

●印箇所：水道給水対策本部が記入 

○印箇所：応急給水班が記入 

 

●作業指示内容 

事業体名 ◇□市水道局 

給水車 １号車   タンク容量  ４㎥   加圧   有・無 

給水拠点 

◇◇小学校（△△市△▼町✖－✖－✖✖） 

△△市民会館 （△△市▽▽町◎－●●－▼） 

△△市民体育館（△△市▽▽町△－◇－◎✖） 

給水基地 ◆◇浄水場（△△市▽▽町◆－✖□） 

特記事項 
△△市民会館に仮設旧水槽（キャンバス）１台設置済み 

△△市民体育館は、受水槽に応急給水 

●作業指示者（○○地震△△市水道給水本部） 

事業体名 △△市水道局 

担当者 
氏   名：水道 花子 

連絡先電話：090‐****‐@@@@ 

○現地応急給水隊（応急給水班） 

事業体名 ◇□市水道局 作業員数 3 人 

連絡責任者 
氏   名：水道 太郎 

連絡先電話：090‐#$?&‐$$@# 
車両ナンバー 

◇□ 

◎ ✖✖－△▼ 

 

（被災水道事業体用） 

指示・報告等、一連の工程

を同一番号で管理。 

枝番は必要に応じて付与。 
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記入例 地震等緊急時対応の手引き 様式 13(裏)  

（裏） 

整理番号 ◇◇－◇◇－◇◇ 

応急給水作業報告書 

作 成 日 令和〇年〇月〇日 備 考  

 

記入上の 

留意事項 

・時系列順に作業内容を記入 

・作業終了後、水道給水対策本部に提出 

 

○作業内容   開始時間 午前 7:00  終了時間 午後 7:00 (19:00) 

給水時間又は注水時間 
給水拠点又は 

給水基地 
注水量 給水量 備 考 

1 7：00 ～ 7：30 ◆◇浄水場 2.0m3 m3  

2 7：45 ～ 9：00 ◇◇小学校 m3 2.0m3  

3 9：15 ～ 9：45 ◆◇浄水場 2.0m3 m3  

4 10：30 ～ 11：00 ○○市民会館 m3 1.0m3 
キャンバス水槽 1 基 

人はまばら 

5 11：30 ～ 12：00 ○○市民体育館 m3 1.0m3 受水槽、避難者減少 

6 13：30 ～ 14：00 ◆◇浄水場 2.0m3 m3  

7 14：15 ～ 15：45 ◇◇小学校 m3 2.0m3 応急給水不足 、行列 あり 

8 16：00 ～ 16：30 ◆◇浄水場 2.0m3 m3  

9 16：45 ～ 19：00 ◇◇小学校 m3 2.0m3 避難者数前日と変化なし 

10 ：  ～  ：  m3 m3  

11 ：  ～  ：  m3 m3  

12 ：  ～  ：  m3 m3  

13 ：  ～  ：  m3 m3  

14 ：  ～  ：  m3 m3  

作業時間合計 12時間 00分  

給水量合計 8.0 ㎥  

注水量合計 8.0 ㎥  

特記事項 

（給水場所の様子等を記入） 

・○○小学校は、避難者が多いため本日と同規模の応急給水 

活動が明日以降も必要と考える。 

・○○市民会館、○○市民体育館の受水槽等への応急給水は、 

避難者の減少に伴い給水量が減ったため、1 日当たり 1 回 

の補給を行えば充分と考える。 

 

（応援水道事業体用） 
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№ 

氏　　　　名　：

連絡先番号 ：

代表者氏名 作業員数 タンク容量

 連絡先番号 （人） （ｍ
３
）

1 有・無

2 有・無

3 有・無

4 有・無

5 有・無

6 有・無

7 有・無

8 有・無

9 有・無

10 有・無

11 有・無

12 有・無

13 有・無

14 有・無

15 有・無

無　　　2　　　台（　　3.0㎥）

記入上の
留意事項

・当日の給水作業開始直後、作業指示書【様式13（表）】を基に水道給水対策本部
　が作成
・給水活動の状況把握が目的

作　成　者

ＮＯ． 事業体名 加圧 給水拠点 備　考

計 応援事業体数　３　　　給水車（5台） 0名 0㎥
有　　　3　　　台（　　8.0㎥）

地震等緊急時対応の手引き 様式14
（被災水道事業体用）

     応　急　給　水　作　業　予　定　表

作　成　日 年　    月　　　日　　 備　　考
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記入例

№ 1

氏　　　　名　： 水道　花子

連絡先番号 ： 090-1111-****

代表者氏名 作業員数 タンク容量

 連絡先番号 （人） （ｍ
３
）

1 ○○市
水道　太郎

090-3333-****
2名 2㎥ 有・無

○○小学校
○○市民会館
○○市民体育館

○○－○○－○○

2 ○○市
水道　二郎

090-4444-****
2名 2㎥ 有・無

●△△中学校
□□第一高校

○○日午後から
○○－○○－○

○

3 △△市
水道　太郎

090-5555-****
2名 4㎥ 有・無 ○○市民病院 ○○－○○－○○

4 △△市
水道　太郎

090-6666-****
2名 2㎥ 有・無 ○○市役所

○○日午後から
○○－○○－○

○

5 □□市
水道　太郎

090-7777-****
2名 1㎥ 有・無 ○○市役所

荷台積載型
○○－○○－○

○

6 有・無

7 有・無

8 有・無

9 有・無

10 有・無

11 有・無

12 有・無

13 有・無

14 有・無

15 有・無

無　　　2　　　台（　　3.0㎥）

記入上の
留意事項

・当日の給水作業開始直後、作業指示書【様式13（表）】を基に水道給水対策本部
　が作成
・給水活動の状況把握が目的

作　成　者

ＮＯ． 事業体名 加圧 給水拠点 備　考

計 応援事業体数　３　　　給水車（5台） 10名 11㎥
有　　　3　　　台（　　8.0㎥）

地震等緊急時対応の手引き 様式14
（被災水道事業体用）

     応　急　給　水　作　業　予　定　表

作　成　日 年　    月　　　日　　 備　　考
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  （被災水道事業体用）

№

１ ㎥

２ ㎥

３ ㎥

４ ㎥

５ ㎥

６ ㎥

７ ㎥

８ ㎥

９ ㎥

１０ ㎥

１１ ㎥

１２ ㎥

１３ ㎥

１４ ㎥

１５ ㎥

0台 0 ㎥

地震等緊急時対応の手引き 様式15

応　急　給　水　作　業　集　約　表

事業体名
給水車
台数

主な給水拠点

　年　　　月　　　日　　 備　　考

記入上の
留意事項

・当日の給水作業終了後、作業報告書【様式13（裏）】を基に水道給水対策本部
　が作成
・実際の給水活動の集約が目的

給水量

作　成　日

備　考
（給水車の内訳等を記入）

作　成　者
氏　 　　　名　：　

連絡先番号　：

ＮＯ．

計
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記入例

（被災水道事業体用）

№1

水道　花子

090-1111-****

１ ○○市 2台 4 ㎥
2㎥給水車：2台（1台加圧）
無加圧車は○○日午後から

２ △△市 2台 6 ㎥
2㎥:１台、4㎥:１台（加圧2台）
2㎥給水車は○○日午後から

３ □□市 1台 1 ㎥ 荷台積載型

４ ㎥

５ ㎥

６ ㎥

７ ㎥

８ ㎥

９ ㎥

１０ ㎥

１１ ㎥

１２ ㎥

１３ ㎥

１４ ㎥

１５ ㎥

5台 11 ㎥

地震等緊急時対応の手引き 様式15

応　急　給　水　作　業　集　約　表

作　成　日 令和○年○月○日 備　　考

ＮＯ． 事業体名
給水車
台数

主な給水拠点 給水量

記入上の
留意事項

・当日の給水作業終了後、作業報告書【様式13（裏）】を基に水道給水対策本部
　が作成
・実際の給水活動の集約が目的

作　成　者
氏　 　　　名　：　

連絡先番号　：

備　考
（給水車の内訳等を記入）

○○小学校、○○市民会館、○
○市民体育館、●△△中学校、
□□第一高校

○○市民病院、○○市役
所

○○市役所

計
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記載例

第　　　　報

上水道

水道事業数 簡易水道

 山間部 □  市街地　□  沿岸部　□ 飲料水供給施設

全給水戸数 戸 全給水人口 人 地 震 名

断水戸数 戸 断水人口 人 報 告 者

復旧戸数 戸 復旧人口 人 連 絡 先 電話番号
Fax

給水車台数 給水車容量 配車事業体 注水場所 応急給水時間 給水予定期間

被害状況 　　補足ｺﾒﾝﾄ 復旧状況 復旧時期 　　補足ｺﾒﾝﾄ 資機材調達等

未確認　 □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□

補足事項

高速・一般道路状況など

携帯電話等の通信状況

宿泊施設の営業状況

コンビニ等の営業状況

給油ｽﾀﾝﾄﾞの営業状況

その他

（被災水道事業体用）
地震等緊急時対応の手引き 様式16

令和　　年　　月　　日　　時 現在

被災地区名

被災地事業体名

地域形状

水道施設被害状況等調査票

給水地区又は施設

（上水道・簡易水道）

　応 急 給 水 状 況　 （記入欄が不足する場合は、別紙作成など適宜対応すること）

配水施設

配水管路

給水施設

今後の見通し

　被 害 状 況 調 査

水源・取水
施設

導水施設

浄水施設

送水施設

　応 急 復 旧 状 況
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記載例
記入例

第　１　報

上水道 1

○○地区 水道事業数 簡易水道 6

 山間部 ■  市街地　□  沿岸部　□ 飲料水供給施設 0

全給水戸数 ****戸 全給水人口 ****人 地 震 名

断水戸数 ***戸 断水人口 ***人 報 告 者

復旧戸数 ***戸 復旧人口 ***人 連 絡 先 電話番号 **‐**‐****
Fax

**‐**‐****

給水車台数 給水車容量 配車事業体 注水場所 応急給水時間 給水予定期間
6台 2㎥ 自事業体所有 ○○浄水場 8:00～19:00 収束まで

4台 2㎥・4㎥ □□市 同上 8:00～18:00 ○月○日(予定)

1台 2㎥ □□企業団 同上 8:00～18:00 ○月○日(予定)

6台 2㎥ □□町 同上 8:00～18:00 ○月○日(予定)

被害状況 　　補足ｺﾒﾝﾄ 復旧状況 復旧時期 　　補足ｺﾒﾝﾄ 資機材調達等

未確認　 ■ 未　定　 ■ 未定

被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   ■ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 ■ 〇月〇日迄
被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   ■ 復旧中　 □
被害無   □ 完　了 　■ 〇月〇日
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   ■ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   □ 復旧中　 □
被害無   ■ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   ■ 復旧中　 ■ 本日中

被害無   □ 完　了 　□
未確認   □ 未　定　 □
被害大   □ 計画中　 □
被害小   ■ 復旧中　 ■ ２週間程度

被害無   □ 完　了 　□
補足事項

高速・一般道路状況など

携帯電話等の通信状況

宿泊施設の営業状況

コンビニ等の営業状況

給油ｽﾀﾝﾄﾞの営業状況

その他

・SP100㎜（溶
接）

補修金具類
（常備品）

給水施設

配水施設

配水管路

・山間部は落石のため一般道通行止め（○○地区住民は避難済み）　・高速道路は通行可能

・山間部では、携帯電話全社不通（復旧見込みは▼日）・有線電話のみ通話可能

・市街地に限り支障なし

・概ね支障なし（一部店舗は閉鎖中）

・市街地に限り概ね支障なし

・○○水管橋で漏水確認

・漏水受付対応中
・大半は宅地内漏水
（管工事組合を紹介）
・公道部漏水修理対応中

浄水施設

送水施設

導水施設

○○市に資材
の借用を要請
（済）

・導水管破損 ・DIPφ150㎜（K
型

・次亜塩素タンク転倒

　被 害 状 況 調 査 　応 急 復 旧 状 況

水源・取水
施設

・現場付近道路封鎖中
・〇日道路封鎖解除（予
定）
・道路封鎖解除後調査（予
定）

今後の見通し

・○○日〇〇時現在、□□市、□□企業団、□□町から計10台の給水車が応急給水活動中。（充足）

・○●日をもって、応援応急給水活動は終了の見込み。

・以降は、本市が保有する６台（民間借り上げ車４台含む）で対応可能。

被災地区名 （ 上水道・簡易水道）

地域形状

令和〇年　○○地震（〇〇月○○日）

○○市水道部◎◎課長　〇△　●◎

　応 急 給 水 状 況　 （記入欄が不足する場合は、別紙作成など適宜対応すること）

給水地区又は施設
○○地区

○○市民病院

△△地区

▽▽地区

地震等緊急時対応の手引き 様式16
（被災水道事業体用）

水道施設被害状況等調査票
令和○年○月○日　○○時 現在

被災地事業体名 ○○県　○○市
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 17(表)  

（表） 

№   

応急復旧応援体制報告書 

 

作 成 日   年  月  日  派遣期間 月 日( ) ～  月 日( ) 

 

記入上の 

留意事項 

・応援班到着時、及び応援班構成変更時に作成し、

現地の水道給水対策本部に提出 

 

○応援班連絡先 

事業体名  
通水及び 

漏水調査班数 
 班 

総括責任者 
氏   名： 

連絡先電話： 
応急復旧班数 班 

 

○応援班構成 

作業内容 

 

人 員（人） 

 

持参資機材等 備 考 

総括班 

（連絡調整） 

 

 人 

 

  

総括班 

（記録） 

 

 人 

 

  

通水及び漏水調査班 

（通水及び漏水調査） 
 人   

修理班 

（配水管、給水管修理） 
 人   

修理班 

（配水管、給水管修理） 
 人   

 

 

 

 

  

合 計  人 
 

 
 

 

（応援水道事業体用） 
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地震等緊急時対応の手引き 様式 17(裏)  

（裏） 

令和  年  月  日提出 

       水道局 応急復旧班 

総 

括 

班 

氏 名 携帯電話番号 派遣期間（予定） 

（責 任 者） 

 
 

   月 日( )  

～  月 日( ) 

   

   

   

   

通
水
及
び
漏
水
調
査
班 

（責 任 者） 

 
 

   月 日( )  

～  月 日( ) 

   

   

   

   

   

修 

理 

班

（

 
 

 
 

 

） 

（責 任 者） 

 

現場代理人 

 

   月 日( )  

～  月 日( ) 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

（応援水道事業体用） 
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記入例 地震等緊急時対応の手引き 様式 17(表)  

（表） 

№ １ 

応急復旧応援体制報告書 

 

作 成 日 令和○年○月○日 派遣期間 令和○月○日(○) ～ ○月○日(○) 

 

記入上の 

留意事項 

・応援班到着時、及び応援班構成変更時に作成し、

現地の水道給水対策本部に提出 

 

○応援班連絡先 

事業体名 ○○市水道局 
通水及び 

漏水調査班数 
1 班 

総括責任者 
氏   名：水道 太郎 

連絡先電話：090-1111-**** 
応急復旧班数 2 班 

 

○応援班構成 

作業内容 

 

人 員（人） 

 

持参資機材等 備 考 

総括班 

（連絡調整） 

 

1 人 

 

 
責任者：水道 太郎 

連絡先：090-1111-**** 

総括班 

（記録） 

 

1 人 

 

  

通水及び漏水調査班 

（通水及び漏水調査） 
4 人 

相関式漏水発見 

装置 

責任者：水道 一郎 

連絡先：090-3333-**** 

修理班 

（配水管、給水管修理） 
6 人 

ダンプトラック（２ｔ） 

クレー付きトラック（４ｔ） 

バックホウ（0.0８㎥） 

その他資機材 一式 

会社名：○○建設工業㈱ 

責任者：建設 太郎 

修理班 

（配水管、給水管修理） 
6 人 

ダンプトラック（２ｔ） 

クレー付きトラック（４ｔ） 

バックホウ（0.0８㎥） 

その他資機材 一式 

会社名：㈱△△建設 

責任者：土木 次郎 

 

 

 

 

  

合 計 18 人 
 

 
 

（応援水道事業体用） 
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記入例 地震等緊急時対応の手引き 様式 17(裏)  

（裏） 

令和○年○月○日提出 

○○市水道局 応急復旧班 

総 

括 

班 

氏 名 携帯電話番号 派遣期間（予定） 

（責 任 者） 

水道 太郎 
090-1111-**** 

〇月〇日(〇) 

～〇月●日(●) 

（記録）水道 次郎   

   

   

   

通
水
及
び
漏
水
調
査
班 

（責 任 者） 

水道 一郎 
090-3333-**** 

〇月〇日(〇) 

～〇月●日(●) 

水道 三郎   

水道 四郎   

水道 五郎   

   

   

修 

理 

班

（〇
〇
建
設
工
業
㈱
） 

（責 任 者） 

建設 太郎 

現場代理人 

090-5555-**** 

〇月〇日(〇) 

～〇月●日(●) 

建設 一郎  配管工 

建設 次郎   

建設 三郎   

建設 史郎  重機オペレーター 

建設 伍郎   

   

   

   

   

 

（応援水道事業体用） 
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 18(表)  
（被災水道事業体用） 

（表） 

整理番号   ―  ―   

漏水調査受付書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の 

留意事項 

・ 通報者から可能な限り詳細を聞き取る。 

・ 住宅地図、配管図に漏水箇所を明示し添付。 

受付番号 － 

受付日時     年  月  日  曜日   時  分 

通 報 者 

氏名：          連絡先電話：  

   -    -     

住所：  

受 付 者 

事業体名：        氏名：           

          電話：   -    -     

場  所  

漏水状況 

場 所 □道路（車道・歩道・私道・その他） □宅地内（メータ上流・下流） 

舗 装 □アスファルト □コンクリート □砂利 □その他（             ） 

道 路 □陥没 □隆起 □割裂 □損傷なし □その他（            ） 

漏 水 □漏水中 □漏水痕 □その他（                  ） 

漏水量 □大  □中  □小           

備  考 
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 18(裏)  
（応援水道事業体用） 

（裏） 

整理番号   ―  ―   

漏水調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の 

留意事項 

・ 現地調査後に記入し、水道給水対策本部に提出。 

・ 仮配管、仕切弁新設等、管路を修理しない復旧工事

について備考欄に内容を記載。 

調査番号 － 

調査日時 年  月  日  曜日   時  分 

調査担当者 

（代表者） 

事業体名：        氏名：           

     電話： 

場  所     

漏水状況 

区 分 □道路（車道・歩道・私道・その他） □宅地内（メータ上流・下流） 

舗 装 □アスファルト □コンクリート □砂利 □その他（             ） 

道 路 □陥没 □隆起 □割裂 □損傷なし □その他（             ） 

漏 水 □漏水中 □漏水痕 □修理済み □その他（               ） 

漏水量 □地上流出（大 中 小） □地下流出（大 中 小） 

漏水確認 残 塩 □あり（   ｍｇ/ℓ） □なし 

漏水管路 

□導水管  □送水管  □ 配水管（配水本管・配水支管）  

□給水管（メーター上流） □給水管（メーター下流） □不明 

修  理 

必要性 □あり □なし □経過観察 

緊急性 □高い □通常 □低い □その他（                ） 

備  考 

※ 修理者に対して指示がある場合は具体的に記入してください。 

 

 

                

                

                

                

                

                

                

                

                

 

（応援水道事業体用） 

-71-



記入例  地震等緊急時対応の手引き 様式 18(表)  
（被災水道事業体用） 

（表） 

整理番号 ○○―○○―○○ 

漏水調査受付書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の 

留意事項 

・ 通報者から可能な限り詳細を聞き取る。 

・ 住宅地図、配管図に漏水箇所を明示し添付。 

受付番号 〇〇－〇〇 

受付日時 令和○○年○月○日○曜日 ○○時○○分 

通 報 者 

氏名：○○ ●◎    連絡先電話：  

＃＃＃＃－＊＊＊＊－＠＠＠＠ 

住所：○○市▽△町＊丁目＠－＊＊ 

受 付 者 

事業体名：        氏名：水道 太郎 

○○市水道局      電話：090-1111-**** 

場  所 ○○市▽△町＊丁目＠－＊＊ ○○ ●◎宅前の車道部 

漏水状況 

場 所 ■道路（車道・歩道・私道・その他） □宅地内（メータ上流・下流） 

舗 装 ■アスファルト □コンクリート □砂利 □その他（             ） 

道 路 ■陥没 □隆起 □割裂 □損傷なし □その他（            ） 

漏 水 ■漏水中 □漏水痕 □その他（                  ） 

漏水量 ■大  □中  □小 

備  考 

 

・○○ ●◎宅前の道路から水がブロック塀倒壊。 

 

 

 

※漏水量（通報者の主観による） 

大：大量の水が噴き出して道路陥没や、家屋に影響 

中：水は溢れているが家屋等への影響は、現時点では無い 

小：水が道路等にじむ程度 

受付・現地調査・修理等、一

連の工程を同一番号で管理。 

枝番は必要に応じて付与。 
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記入例   地震等緊急時対応の手引き 様式 18(裏)  
（応援水道事業体用） 

（裏） 

整理番号 ○○―○○―○○ 

漏水調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入上の 

留意事項 

・ 現地調査後に記入し、水道給水対策本部に提出。 

・ 仮配管、仕切弁新設等、管路を修理しない復旧工事

について備考欄に内容を記載。 

調査番号 〇〇－〇〇 

調査日時 令和○○年○月○日○曜日 ○○時○○分 

調査担当者 

（代表者） 

事業体名：        氏名：水道 二郎 

○○市水道局      電話：090-2222-**** 

場  所 ○○市▽△町＊丁目＠－＊＊ ○○ ●◎宅前の車道部 

漏水状況 

区 分 ■道路（車道・歩道・私道・その他） □宅地内（メータ上流・下流） 

舗 装 ■アスファルト □コンクリート □砂利 □その他（             ） 

道 路 ■陥没 □隆起 □割裂 □損傷なし □その他（             ） 

漏 水 ■漏水中 □漏水痕 □修理済み □その他（               ） 

漏水量 ■地上流出（大 中 小） □地下流出（大 中 小） 

漏水確認 残 塩 ■あり（   ｍｇ/ℓ） □なし 

漏水管路 

□導水管  □送水管  ■ 配水管（配水本管・配水支管）  

□給水管（メーター上流） □給水管（メーター下流） □不明 

修  理 

必要性 ■あり □なし □経過観察 

緊急性 ■高い □通常 □低い □その他（                ） 

備  考 

※ 修理者に対して指示がある場合は具体的に記入してください。 

 

 

・車道センターライン付近から水が噴出 

・○○ ●◎宅のブロック塀倒壊（写真） 

・配水支管（φ200 ㎜）の漏水 

・バルブで止水完了 

（止水バルブは別紙配管図による） 

（応援水道事業体用） 
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（被災水道事業体用）

№
　被災事業体名

事業体名 事業体名・氏名 依頼日 完了日 事業体名・監督員 施工業者名・担当者

受付者 市（区） 町 丁目 番地 住宅・地先名 連絡先電話 時間 時間 連絡先電話 連絡先電話

1 要･不要

2 要･不要

3 要･不要

4 要･不要

5 要･不要

6 要･不要

7 要･不要

8 要･不要

9 要･不要

10 要･不要

11 要･不要

12 要･不要

地震等緊急時対応の手引き 様式19

日時 調査日

活　動　日

記入責任者

令和　年　月　日

氏名： 　連絡先電話：

応急復旧活動対応表   

修理
漏水場所整理

番号

漏水受付 漏水調査

記入上の
留意事項

・当日の受付状態、漏水調査班、管路修理班の動向を把握することが目的
・ＰＣで管理することで住所検索等が容易となり、修理依頼等の重複を防止することが可能

漏水修理

備　　　　考
（受付番号等）

-
7
4
-



（被災水道事業体用）

№　1
　被災事業体名

事業体名 事業体名・氏名 依頼日 完了日 事業体名・監督員 施工業者名・担当者

受付者 市（区） 町 丁目 番地 住宅・地先名 連絡先電話 時間 時間 連絡先電話 連絡先電話

1
○/○
8:20

○○市水道局
水道　太郎

○○市 △町 * ＊－▽ ◎○宅地先 ○/○
▽○市水道局：△□

090-9999-*****
要･不要

○/○
11:20

○/○
15:20

▽○市水道局：△□ ◎○
090-9999-*****

090-9999-*****
水道建設㈱：　◎▽　□□

090－8888－＠＠＠＠

○○－○○－○○
・報告書及び現場写真提出済

2
○/○
8:21

○○市水道局
水道　二郎

○○市 △町 * ▼－▽
スーパー○◎

前歩道
○/○

▽○市水道局：△□
090-10000-*****

要･不要

○○－○○－○○
・報告書作成中
・雨水を誤認

3
○/○
9:10

○○市水道局
水道　太郎

○○市 ○○町 @ ▽ ◎○宅地 ○/○
□◇市水道局：○▽
090-10001-*****

要･不要
○/○
13:30

○/○
14:50

□◇市水道局：○▽ ○◎
090-10001-*****

凸凹建設㈱：□▽　□◎
090－1111－＠＠＠＠

○○－○○－○○
・報告書及び現場写真提出済

4
○/○
9:１5

○○市水道局
水道　三郎

○○市 □□町 π * ○◎宅地 ○/○
□◇市水道局：○▽
090-10002-*****

要･不要
○○－○○－○○
・報告書作成中

5
○/○
10:24

○○市水道局
水道　太郎

○○市 □△町 φ ■◇ △○宅地先 ○/○
▽○市水道局：△□
090-10003-*****

要･不要
○/○
12:20

○/○
16:45

▽○市水道局：△□ ◎○
090-10002-*****

○○建設工業㈱：　▽◎　□□
090－8891ー＠＠＠＠

○○－○○－○○
・報告書作成中
・井戸水を水道漏水と誤認

6
○/○
11:25

○○市水道局
水道　二郎

○○市 ○▽町 * ▽◇
㈱□▼□前

車道部
○/○

▽○市水道局：△□
090-10004-*****

要･不要
○/○
13:00

○/○
17:20

▽○市水道局：□○ ◎△
090-9999-*****

㈱凹凸設備工業：　◎▽　□□
090－8891ー＠＠＠＠

○○－○○－○○
・報告書作成中

7 要･不要

8 要･不要

9 要･不要

10 要･不要

要･不要

要･不要

地震等緊急時対応の手引き 様式19

応急復旧活動対応表   
活　動　日 令和○年○月○日 ○○市水道局

記入上の
留意事項

・当日の受付状態、漏水調査班、管路修理班の動向を把握することが目的
・ＰＣで管理することで住所検索等が容易となり、修理依頼等の重複を防止することが可能

記入例

記入責任者 氏名：水道　花子 　連絡先電話：090－1111－****

整理
番号

漏水調査 漏水修理

備　　　　考
（受付番号等）日時

漏水場所
調査日 修理

漏水受付

-
7
5
-



 地震等緊急時対応の手引き 様式 20(表)  
（応援水道事業体用） 

（表） 

整理番号   －  －   

管路修理報告書 

 

 

 

 

 

場  所  

被害施設 □管路 □付属設備 □その他（                          ） 

修理管路 

漏水管路 

 

□導水管 □送水管 □配水管（配水本管・配水支管） 

□給水管（メーター上流） □給水管（メーター下流） 

口 径    

材 質 
□DIP □CIP □SP □VP □ポリエチレン □LP 

□その他（                      ） 

継手形式 

□A 形 □K 形 □T 形 □S、SⅡ形 □NS 形 □GX 形 □KF、UF 形 

□フランジ形 □溶接 □ねじ込み □TS □RR □融着 □不明 

□その他（                            ） 

付属設備 □消火栓 □空気弁 □バルブ・止水栓 □サドル分水栓 □その他（        ） 

被害状況 

管路 □タテ割れ □ヨコ割れ □折れ □破断 □その他（         ） 

継手 □抜け □ズレ □割れ □ゴム輪（破断、ズレ） □その他（    ） 

付属設備 □機能不全 □抜け □割れ □変形 □ズレ □その他（       ） 

地盤状況 

道路状況 □異常なし □陥没 □隆起 □割裂 □その他（     ） 

クラック幅 
□管直角方向 □水平方向     cm（1cm 以上を記入） 

□段差（沈下量）     cm（漏洩位置から  m 範囲内（全体で m）） 

地盤の傾斜 □なし □管軸方向 □管直角方向 （傾斜角度≒   °） 

液状化 □有り □無し ※近くに噴砂跡の有無 盛土 □ 

備  考 

 

 

記入上の 

留意事項 
・施工前と施工後の配管図は、可能な限り詳細に記入 

工事番号  

施工期間   年  月  日  曜日   時  分 ～ 月  日  曜日  時  分 

監 督 者 事業体名：         氏名：      電話： 

施工業者 

（代表者） 
施工業者名：       氏名：      電話： 
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 20(裏)  
（裏）                              （応援水道事業体用） 

現場見取り図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

配管図（施工前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配管図（施工後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用材料集計 
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記載例 地震等緊急時対応の手引き 様式 20(表)  
（応援水道事業体用） 

（表） 

整理番号 ○○－○○－○○ 

管路修理報告書 

 

 

 

 

 

場  所 ○○市 △ 町 ＊ 丁目 ＊ － ＊ ＊番地（車道部） 水道 花子 宅地内 

被害施設 ■管路 □付属設備 □その他（                          ） 

修理管路 

漏水管路 

 

□導水管 □送水管 ■配水管（配水本管・配水支管） 

□給水管（メーター上流） □給水管（メーター下流） 

口 径    

材 質 
□DIP ■CIP □SP □VP □ポリエチレン □LP 

□その他（                      ） 

継手形式 

■A 形 □K 形 □T 形 □S、SⅡ形 □NS 形 □GX 形 □KF、UF 形 

□フランジ形 □溶接 □ねじ込み □TS □RR □融着 □不明 

□その他（                            ） 

付属設備 □消火栓 □空気弁 □バルブ・止水栓 □サドル分水栓 □その他（        ） 

被害状況 

管路 □タテ割れ □ヨコ割れ □折れ □破断 □その他（         ） 

継手 ■抜け □ズレ □割れ □ゴム輪（破断、ズレ） □その他（    ） 

付属設備 □機能不全 □抜け □割れ □変形 □ズレ □その他（       ） 

地盤状況 

道路状況 □異常なし □陥没 □隆起 ■割裂 □その他（     ） 

クラック幅 
□管直角方向 ■水平方向     cm（1cm 以上を記入） 

■段差（沈下量）     cm（漏洩位置から  m 範囲内（全体で m）） 

地盤の傾斜 □なし □管軸方向 ■管直角方向 （傾斜角度≒   °） 

液状化 □有り ■無し ※近くに噴砂跡の有無 盛土 □ 

備  考 

・通水後、約 10ｍ離れた位置（△町＊丁目＊－＊○番地先）で漏水を確認。 

・バルブ閉止により本日の作業終了。（給水対策本部に連絡済み：●時○○分 ◎○受け） 

・新たな漏水箇所の補修は、明日実施予定。 

 

記入上の 

留意事項 
・施工前と施工後の配管図は、可能な限り詳細に記入 

工事番号 〇〇－〇〇 

施工期間 令和○年○月○○日△曜日○○時○○分 ～ ○月●○日▽曜日◎○時○●分 

監 督 者 事業体名：○○市水道局  氏名：水道 三郎  電話：090-1111-@@@@ 

施工業者 

（代表者） 
施工業者名：▽△設備工業㈱  氏名：土木 一郎  電話：090-xxxx-xxxx 

受付・現地調査・修理等、一

連の工程を同一番号で管理。 

枝番は必要に応じて付与。 
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記載例 地震等緊急時対応の手引き 様式 20(裏)  
（裏）                              （応援水道事業体用） 

現場見取り図 

 

 

配管図（施工前） 

 

 

配管図（施工後） 

 

使用材料集計 

 

・両切り管 2 0 0 ㎜ ～ 1 .0 m 

・K 形継ぎ輪 2 0 0 ㎜ ～ ２ 

・特殊押し輪( K 形）  2 0 0 ㎜ ～４ 

・一体ゴム輪（ K 形） 2 0 0 ㎜ ～４ 

・T 頭ボルト 2 0×1 0 0～３２ 

 

撤去材 

・受け口切り管  2 0 0 ㎜ ～ 1 .1 m 

・押し輪( K 形）  2 0 0 ㎜ ～1 

・一体ゴム輪（ K 形） 2 0 0 ㎜ ～1 

・T 頭ボルト 2 0×1 0 0～8 
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管　路　修　理　集　約　表

Ｎｏ 　

管　種 口　径 継　手 管　路 付属設備 市（区） 町 丁目 番地 住宅・地先名 開　始 完　了 地方支部名 事業体名 業者名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

導水管 DIP、CIP 印籠型 継手抜け 機能不全

送水管 SP、VP、 A型、K型 継手漏水 破損

配水管(本・支) PE等を T型、NS型 管体破損 等を記入

給水管 記入 溶接、ねじ継手破損

(ﾒｰﾀ上・下流) TS、RR 属具破損

を記入する 電気融着 その他

等を記入 不明

等を記入

（被災水道事業体用）
地震等緊急時対応の手引き 様式21

備　考
(修理指示番号

等)

活　動　日

記　入　者

　資料－14管路修理報告書の集約に使用する。記入上の留意事項

番号 管路区分
被害形態 施工日 施　工　者管路属性 被害施設住所

氏名：          　連絡先電話： 

年　月　日 被災事業体名：

-
8
0
-



管　路　修　理　集　約　表

Ｎｏ １

管　種 口　径 継　手 管　路 付属設備 市（区） 町 丁目 番地 住宅・地先名 開　始 完　了 地方支部名 事業体名 業者名

1 導水管 SP 500 溶接 継手漏水 ○○市 ○町 * **
▽△公園前
車道部

○/○ ●/● ○●地方支部 ●●市 ▽△設備工業㈱
○○-○○-○○
漏水補修金具

2 配水管(本) DIP 600 K型 継手抜け
空気弁
機能不全

○○市 △町 * *
スーパー●○
前車道部

○/○ ●/● ○○地方支部 ▽△市 □□建設㈱
○○-○○-○○

ゴム輪破断

3 配水管(支) CIP 150 A型 管体破損
バルブ
破損

○○市 △町 ** **
㈱○○前
歩道

○/○ ●/● ○○地方支部 □●市 ㈱◇□建設興行
○○-○○-○○
破損部取り替え

4 配水管(支) SP 50 ねじ 継手破損 ○○市 □○町 * **
○○宅前
車道部

○/○ ●/● □△地方支部 △○町 ㈲会社◇□給水設備
○○-○○-○○
破損部取り替え

5 配水管(本) SP 400 溶接 管体破損
空気弁
破損

○○市 △町 * *
▽△橋左岸
橋梁添架管

○/○ ●/● △○地方支部 ○□市 ㈱○○土木
○○-○○-○○

補修クランプ設置

6

7

8

9

10

11

12

13

14

導水管 DIP、CIP 印籠型 継手抜け 機能不全

送水管 SP、VP、 A型、K型 継手漏水 破損

配水管(本・支) PE等を T型、NS型 管体破損 等を記入

給水管 記入 溶接、ねじ継手破損

(ﾒｰﾀ上・下流) TS、RR 属具破損

を記入する 電気融着 その他

等を記入 不明

等を記入

記入上の留意事項 　資料－14管路修理報告書の集約に使用する。

施工日 施　工　者 備　考
(修理指示番号

等)

記入例

記　入　者 氏名：水道　太郎 　連絡先電話：090-1111-@@@@

番号 管路区分
管路属性 被害形態 被害施設住所

地震等緊急時対応の手引き 様式21
（被災水道事業体用）

活　動　日 令和○年○月○日 被災事業体名：○○市水道局

-
8
1
-



　氏名：　　　　　　　　　　

継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備 継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

㎜

㎜

㎜

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※被害率の算出にあたっては、付属設備の被害件数を除く

継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備 継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

㎜

㎜

㎜

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※被害率の算出にあたっては、付属設備の被害件数を除く

継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備
0 0 0 0 0 0

管路被害算定表　（管種・口径・被害形態別）

（㎞）

口
　
　
径

#DIV/0!
被害率

（件/㎞）

管路延長

被害形態

管種・継手

#DIV/0!

0

#DIV/0! #DIV/0!

0 0

0

小計

（件）

作成日時

記　入　者

口
　
　
径

管種・継手

被害形態

　管種・継手形状ごとに分類
し集計する。

記入上の
留意事項　

被災事業体名：

連絡先電話：

令和　年 　 月　　日　　　時現在

地震等緊急時対応の手引き 様式22

小計

（件）

（㎞）

（件/ｋｍ）

合　計

被害率

（件/㎞）

管路延長

#DIV/0!

管路全延長
（ｋｍ）
被害率

0

0.0

-82-



　氏名：　　　　　　　　　　

継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備 継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備

40㎜ 11 1 25 5 8

50㎜ 1 32 13 52 33 11

75㎜ 12 5 6 1 5 2 2 1 3 1

100㎜ 21 17 15 3 12 1 2 1

125㎜ 1

150㎜ 31 20 7 3 2 1

200㎜ 7 5 2 1 1

250㎜ 3 1 1

300㎜ 3

350㎜ 1

400㎜ 4 1

500㎜ 2

600㎜

700㎜

800㎜

㎜

㎜

㎜

84 47 0 29 9 22 47 16 79 44 19 3

※被害率の算出にあたっては、付属設備の被害件数を除く

継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備 継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備

40㎜ 20 6 13

50㎜ 3 18 12

75㎜ 5 2 1

100㎜ 1 3 2 5 3 1

125㎜ 3 1

150㎜ 2 1

200㎜ 1

250㎜ 1

300㎜

350㎜

400㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

㎜

㎜

㎜

4 20 32 25 0 4 13 0 4 0 0 2

※被害率の算出にあたっては、付属設備の被害件数を除く

継手抜け 継手漏水 継手破損 管体破損 不明 付属設備
148 83 115 98 53 31

VP-TS

被害形態

口
　
　
径

小計

地震等緊急時対応の手引き 様式22
管路被害算定表　（管種・口径・被害形態別）

作成日時 令和○年○月○日18：30時現在 被災事業体名：○○市水道局 記入上の
留意事項

　管種・継手形状ごとに分類
し集計する。記　入　者 水道　花子　 連絡先電話：090-1111-****

208

管路延長
522.1 253.7

（㎞）

19

被害率
0.32 0.81

（件/㎞）

管種・継手 SP（ねじ継手） DIP-K

252.5
（㎞）

被害率
4.66 0.07

（件/㎞）

被害率
0.48

（件/ｋｍ）

管路延長
17.4

記入例

合　計
528

管路全延長
1,045.7

（ｋｍ）

被害形態

口
　
　
径

小計

（件） 85

（件） 191

管種・継手 CIP-A
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 地震等緊急時対応の手引き 様式 23  
（被災・応援水道事業体用） 

 

黒板（撮影表示板）作成（例） 
 

 

 

 

 

工事名 

（記載例） 

○○○○地震災害復旧工事 

 

 

･･････工事名として左記のように記入 

 

工 種 

 

 

〇〇－〇〇－〇〇 

配水管（φ200 ㎜ CIP．A）漏水修理 

 

･･････整理番号、受付番号等を記入 

 

位 置 

 

 

○○市（区）○○町○○番地先 

 

･･････住所（施工場所）を記入 

 

撮影月日 

 

 

令和 ○ 年 ○ 月 ○○日 

 

･･････撮影年月日を記入 

略 図        施工者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･･････施工者名を記入 

   修理に使用した材料・口径・延長

を図化する（管割図） 

(〇〇県支部 □▽市水道局) 

 

凸凹建設㈱ 

現場代理人 〇〇 ●▽□ 

連絡先 090-999-〇〇●● 
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水道施設被害状況等集計表（第　　　報）

120,000 戸 全給水人口 人

戸数(戸) 人口(人） 戸数(戸) 人口(人） 戸数(戸) 人口(人）

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

（Ｂ） （Ｃ）

※　全給水戸数は、焼失・倒壊家屋、避難地域等の状況を踏まえ適切に算定する。

地震等緊急時対応の手引き 様式25
（被災水道事業体用）

全給水戸数※（Ａ）

地区名
水道施設被害発生状況

（水源、取水、導水、浄水、
送水、配水施設）

断水、減水又
は濁水の別

発生時刻

断・減・濁水等の
影響

応急対策状況
（系統変更、給水車によ

る応急給水等）

未復旧
復旧見通し

復旧 給水再開
時刻

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

計 0 0 0 0 0 0

　特記事項 　特記事項

断水戸数 0.0% 100.0%全給水戸数※

年 月 日 時 分現在
県 市町村 課

断水率
（発災直後）

＝
（Ｂ）
（Ａ）

＝ ＝ 通水率
（復旧段階） ＝ ＝ ＝

（Ａ）－（Ｃ）
（Ａ）

全給水戸数－未復旧戸
数

-
8
5
-



【記載例】

水道施設被害状況等集計表（第　1　報）

120,000 戸 全給水人口 人

戸数(戸) 人口(人） 戸数(戸) 人口(人） 戸数(戸) 人口(人）

○月○日 　　月　　日

○時○分 　　時　　分

○月○日 　　月　　日

○時○分 　　時　　分

○月○日 　　月　　日

○時○分 　　時　　分

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

　　月　　日 　　月　　日

　　時　　分 　　時　　分

（Ｂ） （Ｃ）

※　全給水戸数は、焼失・倒壊家屋、避難地域等の状況を踏まえ適切に算定する。

地震等緊急時対応の手引き 様式25
（被災水道事業体用）

全給水戸数※（Ａ）

地区名
水道施設被害発生状況

（水源、取水、導水、浄水、
送水、配水施設）

断水、減水又
は濁水の別

発生時刻

断・減・濁水等の
影響

応急対策状況
（系統変更、給水車によ

る応急給水等）

復旧 給水再開
時刻

未復旧
復旧見通し

・導水管φ８００㎜破損

・給水車による応急給水
中
・管路復旧開始
（復旧材料調達済み）

◇日復旧（予定）38,000 1,500 4,500 36,500 109,500断水及び減水

・水源（湧水）消滅
（〇□水源）
・配水池損傷

・多系統との連絡仮布
設
・増圧ポンプ手配中
・給水車による応急給水

0 600

◇日復旧（予定）20,000 50,000 0 0 20,000 50,000

断水 全戸避難済み

断水

1,200
・応急復旧方法等調査
　及び検討中

復旧方針の決定
△月上旬を目途

600 1,200 0

0 0

0 0

4,500 57,100 160,700

　特記事項

計

②水源水質の検査可能な水質試験車の派遣要請を検討

断水戸数 48.8% 52.4%全給水戸数※

△〇◇
・水源（湧水・井戸）枯渇
（△水源〇号井）

114,000

○○○
○

①仮設浄水設備の情報提供及び技術支援の要請を検討

　特記事項

・井戸水源（△水源〇号井）の枯渇に関して県支部及び地方支部と対応を協議中

58,600 165,200 1,500

令和○年 ○月 ○日 ○時 ○分現在
△△△県 □□市 建設部水道課

断水率
（発災直後）

＝
（Ｂ）
（Ａ）

＝ ＝ 通水率
（復旧段階） ＝ ＝ ＝

（Ａ）－（Ｃ）
（Ａ）

全給水戸数－未復旧戸
数

本様式により難い場合は、自由様式の使用も可とします。

特記事項の詳細等については、別添（自由様式）にて補足願います。

-
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